
本 学 初 の 

「
主
な
内
容
」
の
索
引
は

16
面
に
掲
載
し
ま
し
た 

2 
0 
0 
4 
年 
度 

６
月
に
も
設
置
申
請 人

に
優
し
く
役
立
つ 

ロ
ボ
ッ
ト
の
追
究
も 

工学部 
理工2学部に 

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部 

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部 

法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
） 
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部 

法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
） 

　
学
部
・
　
研
究
科
へ 

卓
越
し
た
正
義
感
や 

柔
軟
な
思
考
力
涵
養 

法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
） 

　
法
科
大
学
院
は
、
高
度
の
専
門

的
知
識
の
修
得
や
法
曹
と
し
て
の

豊
か
な
専
門
的
能
力
の
涵
養
を
教

育
の
中
心
に
据
え
て
開
設
す
る
専

門
職
大
学
院
。
心
理
学
研
究
科
や

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
科
な
ど
と
連
携
し
、
豊
か
な
人

間
性
、
卓
越
し
た
正
義
感
、
柔
軟

な
思
考
力
、
人
権
感
覚
な
ど
を
備

え
た
法
曹
を
養
成
す
る
。 

　
教
育
目
標
と
し
て
、
①
市
民
・

消
費
者
の
視
点
に
立
つ
法
曹
②
経

済
界
が
求
め
る
企
業
内
弁
護
士
や

渉
外
弁
護
士
③
社
会
派
弁
護
士
④

裁
判
官
と
し
て
活
躍
で
き
る
法
曹

⑤
検
察
官
と
し
て
活
躍
で
き
る
法

曹
⑥
高
度
の
研
究
能
力
を
有
す
る

法
曹
―
―
の
養
成
を
掲
げ
る
。 

　
入
学
定
員
三
十
人
、
修
了
年
限

三
年（
原
則
）。
修
了
者
に「
法
務

博
士（
専
門
職
）」の
学
位
を
授
与

す
る
。
八
月
の
全
国
統
一
適
性
検

査
と
は
別
に
、
小
論
文
、
面
接
、

法
律
科
目
の
独
自
試
験
を
実
施
し
、

こ
れ
ら
の
結
果
に
学
部
で
の
学
業

成
績
や
社
会
経
験
の
評
価
項
目
を

加
え
、
入
学
者
を
選
抜
す
る
。 

　
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
は
、
本
学
初
の

工
学
系
学
部
。
理
学
系
の
情
報
科
学
部
と

合
わ
せ
、
本
学
の
理
工
系
学
部
は
二
学
部

と
な
る
。 

　
本
学
は
、
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
の
誕

生
で
、
文
系
九
、
理
工
系
二
の
計
十
一
学

部
、
ま
た
、
法
科
大
学
院
の
開
設
で
大
学

院
も
十
一
研
究
科
と
な
り
、
全
国
屈
指
の

総
合
私
立
大
学
と
し
て
の
教
育
体
制
が
一

段
と
充
実
す
る
。 

　
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
は
、
当

面
、「
身
体
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」

一
学
科
の
学
部
と
し
て
出
発
。
機

械
・
電
子
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
工
学
と
、
生
命
・
身
体
の
人

間
科
学
と
の
間
の
融
合
領
域
に
焦

点
を
あ
て
た
教
育
・
研
究
を
行
い
、

人
間
と
社
会
に
役
立
つ
技
術
や
シ

ス
テ
ム
の
開
発
力
を
身
に
付
け
た

人
材
を
育
成
す
る
。 

　
教
育
の
柱
は
、
人
間
の
身
体
に

関
す
る
知
識
を
社
会
に
生
か
す「
人

間
行
動
シ
ス
テ
ム
系
」、
生
命
や

身
体
の
情
報
を
社
会
に
役
立
て
る

「
生
命
情
報
シ
ス
テ
ム
系
」、
人

間
に
優
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
追

究
す
る
「
生
命
機
械
シ
ス
テ
ム
系
」

の
三
つ
で
構
成
。人
間
の
視
野
に

立
ち
、「
技
術
の
真
ん
中
に
人
間

が
い
る
」
教
育
と
研
究
で
、
少
子

高
齢
化
や
環
境
、
健
康
な
ど
の
今

日
的
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
入
学
定
員
百
五
十
人
。卒
業
後

の
進
路
は
、ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
科
学
、

福
祉
・
介
護
、
Ｉ
Ｔ
、
製
品
開
発
、

医
療
・
医
用
、
研
究
な
ど
幅
広
い

分
野
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
本
学
は
、
大
学
院
情
報
科
学
研

究
科
三
番
目
の
専
攻
と
し
て
「
メ

デ
ィ
ア
科
学
専
攻
修
士
課
程
」を

二
〇
〇
四
年
四
月
に
開
設
す
る
た

め
、
こ
の
ほ
ど
文
部
科
学
省
に
届

け
出
書
類
を
提
出
し
た
。 

　
メ
デ
ィ
ア
科
学
専
攻
の
基
礎
と

な
る
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学

科（
二
〇
〇
〇
年
四
月
開
設
）
か

ら
初
の
卒
業
生
が
出

る
の
を
待
っ
て
開
設
。

メ
デ
ィ
ア
科
学
科
の

あ
る
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
置
く
。
入
学
定

員
は
十
人
。 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科

学
、
認
知
科
学
、
芸

術
の
三
分
野
を
融
合
し
た
新
し
い

学
際
領
域
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
科
学

の
専
門
家
を
育
成
す
る
。 

 

訂
正 

３
月
28
日
付
１
面
「
国
家

試
験
の
合
格
２
２
１
人
」の
記
事
中
、

「
日
本
行
政
書
士
会
の
話
」
と
あ

る
の
は
「
行
政
書
士
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
話
」
の
誤
り
で
し
た
。 

　
本
学
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
学
十
一
番

目
の
学
部
と
し
て
「
生
命
シ
ス
テ

ム
工
学
部
」
を
、
ま
た
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
に
法
科
大
学
院
（
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
）「
法
務
研
究
科
」
を

そ
れ
ぞ
れ
開
設
す
る
た

め
、
六
月
に
も
文
部
科

学
省
に
設
置
申
請
な
ど

を
行
う
。 

（
14 
・
16
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
） 

四
月
二
日
、
名
古
屋
市
民
会
館 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

） 
  

２
・
３
面
に
記
事
、
写
真
、 

  

式
辞
・
祝
辞
の
大
要
を
掲
載 

中 京 大 学 広 報 2003年5月30日（金） （1） 第136号 

入
学
式 

2
0
0
3
年 
度 

┐

メ
デ
ィ
ア
科
学
専
攻
└

も 

情
報
科
学
研
究
科
修
士
課
程 

来
春
　
月
に
開
設 

文
部
科
学
省 

に

届

け

出

 



著 
書 
著 
書 

父母会への協力を呼びか
ける杉野父母会長 

入
学
式
に
参
列
、父
母
会
に
も
出
席
し
た 

新
入
生
の
父
母
た
ち 

学
び
合
い
、 

高
め
合
う 

授
業
の
創
造 

杉
江
　
修
治
著 

中
京
大
学
経
済
学
部
付
属 

経
済
研
究
所
研
究
叢
書 

第
９
輯 

Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
も
と
づ
く 

交
通
・
地
域
政
策

分
析 

鈴
木
　
崇
児 

他
執
筆 

新
入
生
の
父
母
を
対
象 

に
説
明
会 

┐
父
母
会
活
動
に
協
力
を
└ 

杉
野
邦
廣
会
長
が
呼
び
か
け 

評
価
高
ま
る
中
京
大 

　
胸
張
り
前
進
し
よ
う 

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長 （

大
　
要
） 

祝
　
辞 　

新
入
生
の
父
母
ら
を
対
象
に
し

た
父
母
会
が
、
四
月
二
日
、
入
学

式
と
同
じ
名
古
屋
市
民
会
館
で
開

か
れ
た
。
出
席
し
た
父
母
は
、
午

前
と
午
後
合

わ
せ
て
、
約

千
人
。 

　
杉
野
邦
廣
・

父
母
会
長（
大

学
院
商
学
研

究
科
一
年
生

と
経
済
学
部

四
年
生
の
父
）
が
父
母
会
の
あ
り

方
を
、
塩
田
静
雄
・
教
学
部
長
が

大
学
生
活
の
心
構
え
を
話
し
た
。 

　
杉
野
会
長
は
父
母
会
の
活
動
内

容
と
し
て
、
①
父
母
会
報
・
中
京

大
学
広
報
の
送
付
②
父
母
教
育
懇

談
会
の
開
催
③
父
母
会
独
自
の
奨

学
金
制
度
の
運
営
④
学
生
た
ち
へ

の
課
外
活
動
と
就
職
の
支
援
⑤
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
教
育
・
厚
生

施
設
の
整
備
・
拡
充
の
援
助
―
　

な
ど
を
挙
げ
、「
父
母
会
へ
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
た
。 

　
塩
田
教
学
部
長
は
、「
中
京
大
学

は
、
伝
統
的
な
学
問
に
も
最
先
端

の
学
問
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

大
学
で
す
。
入
学
後
も
頑
張
る
よ

う
学
生
た
ち
を
励
ま
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た

就
職
や
資
格
取
得
問
題
、
奨
学
金

な
ど
の
学
生
へ
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
の
説
明
と
、
課
外
活
動
へ
の

参
加
呼
び
か
け
の
協
力
、
交
通
事

故
防
止
に
関
す
る
注
意
事
項
な
ど

を
語
っ
た
。 

           

　
教
育
改
革
が
声
高
に
叫
ば
れ

さ
ま
ざ
ま
な
模
索
が
な
さ
れ
て

き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
試
み

で
は
常
に
大
人
の
「
論
理
」
が

表
に
立
ち
、
学
ぶ
側
の
子
ど
も

の
「
心
理
」
は
忘
れ
ら
れ
て
い

る
。
授
業
の
改
善
も
大
人
の
「
教

え
」
の
工
夫
に
終
始
し
て
い
る
。 

　
著
者
は
こ
れ
ま
で
協
同
的
な

学
習
事
態
、
す
な
わ
ち
学
習
仲

間
の
成
長
意
欲
を
認
め
合
い
、

そ
こ
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係
の

下
で
学
び
合
い
、
高
め
合
う
、

子
ど
も
主
体
の
授
業
実
践
づ
く

り
を
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。
そ

の
実
践
は
学
習
心
理
学
、
集
団

心
理
学
の
実
証
的
知
見
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
本
書
は
子
ど
も
の
「
学
び
」

か
ら
授
業
を
変
え
て
い
く
方
途

を
、
小
中
学
校
、
高
校
、
さ
ら

に
は
大
学
に
つ
い
て
、
著
者
の

最
近
の
講
演
で
具
体
的
に
論
じ

た
も
の
を
内
容
と
し
て
い
る
。 

　
著
者
は
教
養
部
教
授
。
一
粒

社
刊
。
一
三
四
㌻
。
本
体
価
格

一
、
三
三
四
円
。 

            

　
交
通
・
地
域
政
策
に
関
す
る

議
論
の
核
心
部
分
は
社
会
的
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
良
い
も
の
を
供

給
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ニ

ー
ズ
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
各
種

の
制
約
の
中
で
需
供
構
造
を
調

整
し
、
政
策
目
標
に
対
し
て
交

通
・
地
域
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を

可
能
な
限
り
近
づ
け
る
こ
と
へ

と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。 

　
本
書
で
は
交
通
・
地
域
政
策

分
析
を
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｃ : 

均
衡
制
約

付
き
数
理
最
適
化
問
題
と
し
て

捉
え
る
こ
と
に
よ
り
上
述
の
政

策
問
題
の
変
化
に
対
応
す
る
分

析
の
た
め
の
理
論
的
枠
組
み
を

提
示
し
、
比
較
的
広
い
範
囲
の 

（
４
面
７
段
目
へ
続
く
） 

 

　
皆
さ
ん
を
迎
え
た
中
京
大
学
は

来
年
、
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
一
九
五
四
年
、

商
科
の
短
期
大
学

と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
が
、
半
世
紀

を
迎
え
る
前
に
、

十
学
部
、
大
学
院
十
研
究
科
を
も

つ
、
私
立
大
学
で
は
五
本
の
指
に

は
い
る
わ
が
国
有
数
の
規
模
を
持

つ
総
合
大
学
に
発
展
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
三
つ
の
発
展
期
が
あ

り
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
ま
で
、
つ
ま
り
現
在
は
第
三
の

発
展
期
に
あ
り
、
そ
の
さ
な
か
に

皆
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。
第
三
の

波
が
終
わ
る
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
ま

で
に
は
、
さ
ら
に
二
学
部
と
大
学

院
一
研
究
科
を
開
設
し
て
、
二
十

一
世
紀
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

大
学
と
し
て
、
確
固
た
る
地
位
と

地
盤
を
築
く
よ
う
、
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。 

　
中
京
大
学
が
発
展
し
、
今
後
も

拡
充
計
画
を
進
め
て
い
る
の
は
、

「
時
代
の
要
請
に
応
え
る
大
学
」

を
め
ざ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
高

度
経
済
成
長
期
に
は
経
済
学
部
、

経
営
学
部
、
情
報
化
時
代
に
先
駆

け
て
情
報
科
学
部
、
心
の
時
代
に

合
わ
せ
て
心
理
学
部
、
国
際
化
時

代
に
対
応
し
た
国
際
英
語
学
部
な

ど
、
中
京
大
学
は
時
代
の
流
れ
に

沿
っ
た
改
革
拡
充
を
進
め
、
高
い

評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
四
月
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

を
対
象
と
し
た
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
と
文
学

部
言
語
表
現
学
科
を
開
設
し
た
の

も
こ
の
一
環
で
す
。 

　
中
京
大
学
で
は｢

学
生
が
主
役

と
な
る
大
学｣

を
も
う
一
つ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
教
育
設
備
の
充
実
に

努
め
る
一
方
、
小
川
学
長
を
中
心

に
教
育
の
あ
り
方
の
点
検
、
改
善

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来

の
大
学
教
育
の
ほ
か
に
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
い
く
つ
か
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
と
い
う
国
際
的
な
留
学

促
進
機
関
に
加
盟
、
皆
さ
ん
の
語

学
力
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
ほ
か
、

各
種
資
格
が
修
得
で
き
る
よ
う
、

学
内
で
資
格
対
策
講
座
を
開
講
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
国
家
試
験
合

格
者
を
輩
出
し
て
、
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
は
中
京
大
学
が
用
意
す

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、

卒
業
時
、
胸
を
張
っ
て
、
自
分
の

力
を
主
張
で
き
る
よ
う
、
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を

強
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。 



講
義
以
外
の
学
習
も 

　
自
ら
判
断
し
実
行
を 

小
川
英
次
学
長 

（
大
　
要
） 

式
　
辞 

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科 言

語
表
現
学
科
も
発
足 

Ｍ 
Ｂ 

Ａ 

大 

学 

院 

ス
タ
ー
ト 

　
学
部
と
　
研
究
科
に 

学部 

大学院 

2003年度 入学式 
　
式
は
、
文
化
会
吹
奏
楽
団
の
学

生
た
ち
が
奏
で
る
厳
か
な
曲
が
流

れ
る
中
、
始
ま
っ
た
。 

　
小
川
英
次
学
長
は
式
辞
で
、
本

学
が
用
意
し
て
い
る
多
種
多
様
な

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
課
外
活

動
な
ど
を
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が

選
択
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
を
要
望
、「（
大
学
で
の
学
習
は
）
自
ら
の
主
体
的
判
断
と
実
行
が
大

切
で
す
。
ど
う
か
実
り
あ
る
学
生

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
学

は
教
職
員
一
体
と
な
っ
て
皆
さ
ん

を
支
援
し
ま
す
」と
激
励
し
た
。 

　
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
は
祝

辞
で
、
本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る

『
時
代
の
要
請
に
応
え
る
大
学
』

『
学
生
が
主
役
と
な
る
大
学
』
に

つ
い
て
説
明
し
、
「
皆
さ
ん
に
は
、

本
学
が
用
意
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
て
、
卒
業
時
に
胸
を

張
っ
て
、
自
分
の
力
を
主
張
で
き

る
よ
う
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
ら
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
」

と
述
べ
た
。 

　
全
員
で
学
歌
を
斉
唱
。
名
古
屋

二
期
会
会
員
ら
が
歓
迎
の
歌
を
新

入
生
に
贈
り
、
式
は
終
了
し
た
。 

　
入
学
式
に
合
わ
せ
、
新
入
生
の

父
母
対
象
の
父
母
会
も
開
催
さ
れ
、

約
千
人
の
父
母
が
出
席
し
た
。 

　
皆
さ
ん
は
成
人
式
を
二
十
一
世

紀
に
迎
え
る
新
し
い
世
紀
の
地
球

市
民
で
す
。

皆
さ
ん
の
前

に
あ
る
二
十
一
世
紀
は
ど
ん
な
世

紀
で
し
ょ
う
か
。
科
学
技
術
の
驚

く
ほ
ど
の
進
歩
・
発
展
、
Ｉ
Ｔ
の

普
及
が
進
み
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
結
果

と
し
て
地
球
規
模
で
の
情
報
移
動
、

も
の
の
移
動
、
人
の
移
動
が
益
々

活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
的

大
交
流
時
代
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。 

　
他
方
で
は
、
環
境
破
壊
、
同
時

多
発
テ
ロ
の
脅
威
、
大
量
破
壊
兵

器
の
準
備
、
保
有
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
、
そ
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
の
勃

発
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
地
球
規
模
で
安
全
性
に
ゆ
ら

ぎ
が
み
え
ま
す
。 

　
経
済
は
と
い
え
ば
先
進
国
、
と

り
わ
け
日
本
、
ド
イ
ツ
の
様
子
が

お
か
し
い
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
も

経
済
低
迷
の
気
配
か
ら
容
易
に
脱

出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
学
部
生

の
皆
さ
ん
は
四
年
間
、
中
京
大
学

で
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
学

生
と
し
て
の
教
養
、
専
門
知
識
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

が
大
学
で
学
習
す
る
目
的
は
、
や

が
て
社
会
に
出
て
自
ら
の
人
生
を

意
義
あ
る
も
の
と
し
、
社
会
に
貢

献
す
る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

　
大
学
で
の
学
習
は
一
方
的
に
講

義
を
聞
く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
習
、
復
習
、
教
室
で
の
先
生
と

の
Ｑ
＆
Ａ
、
ゼ
ミ
で
の
討
議
、
友

人
と
の
議
論
、
工
場
見
学
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
企
業
調
査
、
資

格
取
得
の
た
め
の
特
別
学
習
な
ど

多
様
な
活
動
か
ら
自
ら
選
択
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動

に
従
事
す
る
こ
と
も
大
切
な
選
択

で
す
。
海
外
留
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
実
践
な
ど
の
機
会
も
数
々
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
要
は
自
ら
の
主

体
的
判
断
、
実
行
が
大
切
で
す
。 

　
ど
う
か
実
り
あ
る
学
生
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
明
る
く
て
、

前
向
き
で
、
希
望
を
も
っ
て
前
進

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
皆
さ
ん
が
所
定
の
修
学
を
終
え

る
頃
に
は
、
日
本
の
新
し
い
二
十

一
世
紀
像
が
見
え
始
め
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
学
部
生
活
あ

る
い
は
院
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
大
学
は
教
職
員
一
体
と
な

っ
て
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。 

　
二
〇
〇
三
年
度
の
入
学
式
は
、
桜
満
開
の
四
月
二
日
、
名
古
屋
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
式
に
は
、
本
年
度
新
た
に
開
設
し

た
文
学
部
言
語
表
現
学
科
と
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
を
は
じ
め
と
す
る
十
学
部
十
五
学
科
・
十
研
究
科
の
学
部
生

三
〇
五
八
人
、
大
学
院
生
一
三
三
人
（
修
士
課
程
一
一
四
人
、
博
士
課
程
一
九
人
）
が
決
意
を
新
た
に
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
臨
ん
だ
。 

㊤大ホールを力強く埋めつくした新入生。 
　2、3階席では父母が見守った 
㊧歓迎の歌を絶唱する名古屋二期会の 
　荒川美穂さん 
㊦満面笑みの記念撮影 

厳 粛 に 
希 望 あ ふ れ て … 

㊤大ホールを力強く埋めつくした新入生。 
　2、3階席では父母が見守った 
㊧歓迎の歌を絶唱する名古屋二期会の 
　荒川美穂さん 
㊦満面笑みの記念撮影 



日
中
正
常
化
の
際
の 

「
日
台
断
交
」
に
つ
い
て
話
す 

中
江
さ
ん 

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
報
告
す
る 

山
田
弁
護
士 

新
し
い
時
代
へ
邁
進 

経
営
学
研
究
科
長
　
　
　
　
　 

猿
田
　
正
機 
21
世
紀
担
う
人
材
を 

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長 

中
垣
　
　
昇 

使
命
の
問
い
直
し
も 

法
学
研
究
科
長
　
　
　
　
　 

伊
藤
　
紀
彦 

厳
し
さ
の
中
喜
び
を 

経
済
学
研
究
科
長
　
　
　
　
　 

千
田
　
純
一 

法学研究科長 

伊藤  紀彦教授 
経済学研究科長 

千田  純一教授 

経営学研究科長 

猿田  正機教授 
ビジネス・イノベーション研究科長 

中垣  　昇教授 

抱
負 

裁
判
員
制
度
の
あ
り
方 

山
田
幸
彦
弁
護
士
が
報
告 

┌
日台断交┘の舞台裏 
社研の台湾研究部会 

中江
メモ 中江要介さんが披瀝 

■  図書館長 
■  社会科学研究所長 
■  文化科学研究所長 
■  企業研究所長 
■  体育研究所長 
■  経済研究所長 
■  人工知能高等研究所長 
■  臨床心理相談室長 
■  国際センター所長 
■  情報センター長 
■  エクステンションセンター所長 
■  保健センター長 
■  事務局長 

安村　仁志 
安村　仁志 
渡辺　忠夫 
中垣　　昇 
山本　高司 
山田　光男 
田村浩一郎 
久野　能弘 

ノテスタイン,R.D. 
丹羽　敏行 
牧野　義隆 
清水　卓也 
花村　和宏 

　
欧
米
諸
国
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア

の
国
々
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
が
、
中

京
大
学
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か

か
わ
ら
ず
世
界
の
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
は
一
体
化
の
方
向
に
あ
り
、

そ
の
中
で
各
国
固
有
の
文
化
、
個
々

人
の
価
値
観
を
大
切
に
し
つ
つ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
・
き
っ
ち
り

し
た
歴
史
認
識
、
事
実
に
対
す
る

分
析
能
力
・
豊
富
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
・
豊
か
な
教
養
を

有
す
る
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。 

　
院
生
・
教
員
・
職
員
が
と
も
に

志
を
保
持
し
、
そ
の
結
果
、
二
十

一
世
紀
を
担
う
人
材
が
ビ
ジ
ネ
ス
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
か
ら
輩

出
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

◆
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
、
慶
應 

義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科

博
士
課
程
。
商
学
博
士
。
経
営

財
務
。
62
歳
。 

　
社
会
科
学
研
究
所
・
台
湾
研
究

部
会
の
研
究
会
が
、
四
月
四
日
、

元
駐
中
国
大
使
・
日
本
日
中
関
係

学
会
会
長
の
中
江
要
介
さ
ん
を
講

師
に
開
か
れ
た
。 

　
中
江
さ
ん
は
、
一
九
七
二
年
の

日
中
正
常
化
の
際
、
外
務
省
ア
ジ

ア
局
参
事
官
と
し
て
椎
名
悦
三
郎

特
使
と
と
も
に
訪
台
し
、
「
日
台

断
交
」
に
道
筋
を
与
え
た
「
椎
名
・

蒋
経
国
会
談
」
に
携
わ
っ
た
元
外

交
官
。
会
談
の
内
容
の
記
録
は
、

日
本
側
に
は
中
江
さ
ん
が
ま
と
め

た
未
発
表
の
「
中
江
メ
モ
」
し
か

な
い
と
い
わ
れ
る
。 

　
研
究
会
で
は
、
中
江
さ
ん
は
メ

モ
を
公
表
す
る
に
至
っ
た
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。
台
湾
が
対
日

断
交
を
宣
言
す
る
際
、
日
本
の
政

権
と
国
民
を
分
け
て
考
え
て
、報

復
手
段
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
、
会
談
の
成
果
と
し
て
紹
介

し
た
。 

　
経
営
学
研
究
科
は
一
九
九
五
年

に
開
設
し
た
新
し
い
研
究
科
で
あ

る
。理
論
、実
践
、国
際
化
を
三
つ

の
柱
と
し
、社
会
に
広
く
門
戸
を

開
く
た
め
、当
時
、本
学
で
は
最
初

の
試
み
で
あ
る
昼
夜
開
講
制
を
導

入
し
、日
本
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
目
指
し
た
。

　
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
Ｍ
Ｂ
Ａ
ビ

ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本

研
究
科
は
理
論
や
国
際
比
較
な
ど

を
重
視
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性

格
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｍ

Ｂ
Ａ
と
も
連
携
し
つ
つ
、
本
研
究

科
と
し
て
は
、
専
門
研
究
者
の
育

成
の
み
な
ら
ず
、
学
究
的
な
雰
囲

気
の
下
で
、
専
門
知
識
や
研
究
を

深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
留
学
生

や
社
会
人
を
も
迎
え
、
新
し
い
時

代
を
切
り
開
く
努
力
を
し
た
い
。 

◆
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
研
究
科 

修
士
課
程
。
労
務
管
理
研
究
。

社
会
政
策
及
び
労
務
理
論
学
会

幹
事
、北
欧
学
会
理
事
。
59
歳
。 

　
激
動
す
る
内
外
の
経
済
動
向
を

分
析
し
、
将
来
を
展
望
し
、
問
題

解
決
に
向
け
て
政
策
を
提
言
す
る

に
は
、
経
済
学
の
知
識
が
不
可
欠

で
あ
る
。
経
済
学
研
究
科
で
は
、

各
分
野
で
優
れ
た
研
究
・
教
育
の

実
績
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
、
経
済

の
理
論
・
政
策
・
制
度
・
歴
史
な

ど
の
講
義
・
演
習
科
目
を
開
講
し
、

院
生
諸
君
の
研
究
指
導
や
各
種
相

談
に
も
当
た
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
〇
二
年
度
か
ら
セ
メ
ス

タ
ー
制
を
採
用
し
、
社
会
人
や
留

学
生
に
も
学
び
易
い
環
境
を
整
え

て
お
り
、
さ
ら
に
税
法
科
目
を
開

講
し
て
税
理
士
志
望
の
学
生
を
支

援
し
て
い
る
。
意
欲
的
な
人
が
、

本
研
究
科
で
研
究
の
厳
し
さ
と
喜

び
を
体
験
し
、
人
生
の
糧
と
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

◆
神
戸
大
学
経
済
学
部
、
神
戸
大 

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
。
経
済
学
博
士
。
金
融
論
。

66
歳
。 

　
法
科
大
学
院
の
来
年
度
か
ら
の

設
置
認
可
申
請
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
法
曹
の
養
成
は
別
組
織
で
あ

る
法
科
大
学
院
に
よ
り
担
わ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
開
設
以
来

二
十
六
年
を
経
過
し
た
法
学
部
の

大
学
院
は
、
研
究
者
の
養
成
や
専

門
知
識
を
有
す
る
職
業
人
の
養
成

を
そ
の
主
た
る
使
命
と
し
て
き
た
。

し
か
し
、
法
科
大
学
院
の
設
置
が

実
現
す
れ
ば
、
法
学
研
究
科
の
使

命
も
問
い
直
し
て
み
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
ろ

う
。 

　
法
学
研
究
科
は
、
法
律
学
・
政

治
学
の
広
い
研
究
分
野
を
カ
バ
ー

す
る
専
門
家
を
擁
し
て
お
り
、
院

生
諸
君
が
様
々
な
課
題
に
取
り
組

む
際
に
、
そ
れ
を
支
援
す
る
体
制

は
充
分
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

◆
名
古
屋
大
学
法
学
部
、同
大
学 

院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
。
会

社
法
・
特
に
ア
メ
リ
カ
会
社
法

の
歴
史
的
研
究
。
62
歳
。 

　「
裁
判
員
制
度
の
あ
り
方
」を
テ

ー
マ
に
、
三
月
二
十
九
日
、
Ｊ
・

Ｃ
・
Ｃ
・
Ｄ
（
犯
罪
・
非
行
に
関

す
る
全
国
協
議
会
）中
部
支
部
研

究
会
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ヤ
マ
テ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。 

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選

ば
れ
た「
裁
判
員
」

が
審
理
に
参
加

す
る
司
法
制
度

改
革
。
導
入
の

是
非
を
め
ぐ
っ

て
社
会
的
関
心

を
呼
ん
で
い
る

た
め
、
一
般
市

民
を
含
む
七
十

人
余
が
参
加
し
た
。 

　
中
部
支
部
長

を
務
め
る
石
堂

功
卓
法
学
部
教

授
が
司
会
し
、
愛
知
正
博
法
学
部

教
授
ら
が
刑
事
訴
訟
法
学
者
と
し

て
の
立
場
な
ど
か
ら
報
告
。
日
弁

連
で
こ
の
問
題
の
取
り
ま
と
め
役

を
し
て
い
る
山
田
幸
彦
弁
護
士（
日

弁
連
副
会
長
、前
名
古
屋
弁
護
士

会
長
）が
報
告
し
、
参
加
者
と
活

発
な
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。 



著 
書 
著 
書 

中
京
大
学 

経
営
研
究
双
書
No. 
18 

日
本
企
業
と 

経
営
者
の
役
割 

中
垣
　
昇
著 

英
文
学
の
内
な
る 

外
部 山

崎
　
弘
行
編
著 

板
倉
厳
一
郎
　
　 

他
執
筆 

３
学
部
長
・
４
研
究
科
長
が 

　
　
　
　
新
た
に
就
任
し
ま
し
た 

３
学
部
長
・
４
研
究
科
長
が 

　
　
　
　
新
た
に
就
任
し
ま
し
た 

学
習
環
境
向
上
図
る 

法
学
部
長
　
　
　
　
　 

小
林
　
秀
文 

達
成
感
あ
る
四
年
に 

経
営
学
部
長
　
　
　
　
　 

入
江
　
恭
平 

実
践
的
知
識
に
重
点 

経
済
学
部
長
　
　
　
　
　 

白
井
　
正
敏 

法学部長 
小林  秀文教授 

経営学部長 
入江  恭平教授 

経済学部長 
白井  正敏教授 

抱
負 

 
■  総長・理事長 
■  学長 
■  大学院文学研究科長 
■  大学院心理学研究科長 
■  大学院社会学研究科長 
■  大学院法学研究科長 
■  大学院経済学研究科長 
■  大学院経営学研究科長 
■  大学院商学研究科長 
■  大学院情報科学研究科長 
■  大学院体育学研究科長 
■  大学院ビジネス・イノベーション研究科長 

 
梅村　清弘 
小川　英次 
佐藤　房儀 
辻　敬一郎 
松田　　昇 
伊藤　紀彦 
千田　純一 
猿田　正機 
塚本　隆敏 
田村浩一郎 
中川　武夫 
中垣　　昇 

 
 
■  文学部長 
■  国際英語学部長 
■  心理学部長 
■  社会学部長 
■  法学部長 
■  経済学部長 
■  経営学部長 
■  商学部長 
■  情報科学部長 
■  体育学部長 
■  教養部長 
 

 
 

佐藤　　隆 
境　　賛三 
空井　健三 
小野　征夫 
小林　秀文 
白井　正敏 
入江　恭平 
高橋　秀雄 
棚橋　純一 
北川　　薫 
桑村　哲生 

中京大学の役職者 2003年度 （4月1日現在、敬称略） 

 

　
四
月
一
日
付
で
、
法
、
経
済
、

経
営
の
三
学
部
長
と
、
大
学
院

法
学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
今

年
度
新
設
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
四
研
究
科
長
が

新
任
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
、

研
究
科
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
抱

負
を
聞
い
た
。
（
敬
称
略
） 

　
我
が
国
の
司
法
制
度
は
、
改
革

の
真
っ
只
中
に
あ
る
。
そ
の
内
容

は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
法
学

部
の
学
生
に
関
係
の
あ
る
も
の
は
、

か
つ
て
五
百
人
で
あ
っ
た
司
法
試

験
合
格
者
の
数
が
、
現
在
、
千
二

百
人
に
増
や
さ
れ
、
さ
ら
に
近
い

将
来
、
三
千
人
に
ま
で
増
員
さ
れ

る
点
と
、
司
法
書
士
と
弁
理
士
の

業
務
が
、
一
部
の
領
域
に
限
っ
て
、

従
来
弁
護
士
が
行
っ
て
き
た
業
務

に
拡
大
さ
れ
る
点
と
で
あ
る
。 

　
い
ず
れ
の
改
革
も
、
法
学
部
の

学
生
に
と
っ
て
き
わ
め
て
魅
力
的

な
も
の
で
あ
る
。
我
が
法
学
部
も
、

学
生
に
で
き
る
だ
け
良
い
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
現
在
、
様
々
な

改
革
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

種
々
の
試
み
を
行
っ
て
い
く
つ
も

り
で
あ
る
。 

◆
法
政
大
学
法
学
部
、法
政
大
学 

大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
私
法

学
専
攻
博
士
課
程
。
法
学
修
士
。

民
法
、
法
と
経
済
学
。
55
歳
。 

　
学
生
は
、
経
済
学
は
難
し
く
、

し
か
も
役
に
立
た
な
い
と
言
う
。

し
か
し
、
多
く
の
社
会
人
は
、
経

済
用
語
が
日
常
化
し
た
現
代
社
会

で
は
、
経
済
的
基
礎
知
識
な
く
し

て
は
仕
事
が
十
分
で
き
な
い
と
し

て
、
経
済
学
の
修
得
を
強
く
望
ん

で
い
る
。
経
済
学
部
は
、
設
立
以

来
、
社
会
に
役
立
つ
専
門
性
を
有

す
る
教
養
人
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
の
目
標

は
、
教
育
の
情
報
化
、
す
な
わ
ち
、

経
済
学
の
学
習
お
よ
び
研
究
が
日

常
的
な
情
報
環
境
の
中
で
進
め
ら

れ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

経
済
学
部
で
修
得
し
た
経
済
学
の

知
識
は
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会

で
大
い
に
役
立
つ
実
践
的
知
識
と

な
っ
て
卒
業
生
に
活
躍
の
場
を
与

え
る
も
の
と
確
信
す
る
。 

◆
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
、名
古 

屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

博
士
課
程
。
経
済
学
博
士
。
財

政
学
・
教
育
経
済
学
。
53
歳
。 

交
通
・
地
域
政
策
問
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
。 

　
鈴
木
氏
は
経
済
学
部
助
教
授
。

経
済
研
究
所
刊
。
一
六
〇
㌻
。 

        

　
第
一
部
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
Ｉ
Ｔ
化
の
流
れ
の
中

で
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
日

本
型
経
営
シ
ス
テ
ム
と
日
本
企

業
の
経
営
者
の
役
割
を
考
察
す

る
た
め
、
今
日
の
日
本
の
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
を
考
察
す
る
上

で
欠
か
せ
な
い
、
企
業
経
営
者

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
事
業
再

構
築
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
中
心
に
論
究
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
企
業
経
営
者

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
サ
ー
ベ
イ

と
当
該
企
業
の
デ
ー
タ
を
掲
載

し
、
第
一
部
と
第
二
部
と
の
間

に
理
論
と
実
証
の
形
式
で
整
合

性
を
持
た
せ
て
い
る
。 

　
著
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長
で
経
営
学

部
教
授
。
税
務
経
理
協
会
刊
。

二
〇
六
㌻
。 

        

　
「
英
文
学
」
と
は
、
英
国
の

帝
国
主
義
の
一
環
と
し
て
成
立

し
た
教
化
装
置
に
過
ぎ
な
い
。 

　
本
書
は
、
こ
の
「
英
文
学
」

と
い
う
装
置
の
中
で
他
者
が
い

か
に
表
象
さ
れ
て
き
た
か
、
ま

た
帝
国
主
義
が
い
か
に
省
察
さ

れ
て
き
た
か
を
、
「
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
」
「
ハ
イ
ブ
リ

デ
ィ
テ
ィ
（
文
化
混
交
）
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
多
面
的
に
読

み
解
く
論
文
集
で
あ
る
。
そ
の

射
程
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か
ら

ジ
ョ
イ
ス
に
至
る
い
わ
ゆ
る
「
正

典
」
の
み
な
ら
ず
、
ハ
ガ
ー
ド

の
よ
う
な
大
衆
作
家
や
板
倉
氏

執
筆
の
フ
ァ
レ
ル
の
よ
う
な
現

代
作
家
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。 

　
板
倉
氏
は
教
養
部
助
教
授
。

松
柏
社
刊
。
四
〇
八
㌻
。
本
体

価
格
三
、
八
〇
〇
円
。 

 

８
〜
11
面
に
も
　
　
　 

著
書
紹
介
記
事
を
掲
載
　 

　
経
営
学
部
は
二
〇
〇
三
年
度
、

大
幅
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
実

施
し
た
。
専
門
科
目
の
早
期
履
修

化
、
演
習
ゼ
ミ
の
全
学
年
配
当
、

独
自
作
成
テ
キ
ス
ト（
ネ
ッ
ト
上

で
閲
覧
可
能
）を
使
用
し
た
オ
ム

ニ
バ
ス
形
式
の「
経
営
学
入
門
」

導
入
な
ど
学
部
の
力
を
結
集
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

　
変
化
の
激
し
い
産
業
社
会
に
対

応
で
き
る
実
践
的
で
勁
い
人
材
の

育
成
を
目
標
と
し
た
、実
学
重
視
、

基
礎
学
力
重
視
の
教
育
を
狙
い
と

し
て
い
る
。
経
営
学
部
の
四
年
間

を
達
成
感
あ
る
愉
快
な
時
・
空
間

に
す
る
た
め
に
学
生
参
加
型
の
イ

ベ
ン
ト
を
試
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

就
社
型
人
材
で
は
な
く
起
業
型
人

材
の
輩
出
を
目
指
し
ま
す
。 

◆
山
口
大
学
経
済
学
部
、
大
阪
市 

立
大
学
経
営
学
研
究
科
博
士
課

程
。
経
営
学
修
士
。(

財)

日
本

証
券
経
済
研
究
所
主
任
研
究
員
。

国
際
金
融
論
、証
券
論
。
54
歳
。 

 

つ
よ 



㊤
紙
飛
行
機
に
意
見
を
書
い
て

　
飛
ば
し
て
意
見
交
換
も（
実
践

　
例
集
か
ら
） 

㊧
教
養
部
教
員
た
ち
が
編
集
し

　
た
冊
子 

事
務
職
新
任
は
6
人 

部
署
、氏
名
、学
歴
、年
齢 

４
月
１
日
付 

平
日
は
開
館
を 

午
後
10
時
　
延
長 

ま 　
で 

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

鳥脇 純一郎教授 

他
大
学
教
員
に 

も
大
き
な
反
響 

医
療
用
バ
ー
チ
ャ
ル
画
像
研
究 

鳥
脇
純
一
郎
教
授
が 

文
部
科
学
大
臣
賞
受
　

　
賞 

春・秋二学期の 

全学部で順調に 
セ メ ス タ ー 制 

授 

業 

理 

解 

へ 

の 

土 

台 

を 

作 

る 

┐

基
礎
ゼ
ミ
実
践
例
集
└ 

教
養
部
教
員
委
員
会
が
発
行 

　
一
年
間
を
春
学
期
と
秋
学
期
の

二
つ
の
セ
メ
ス
タ
ー
（
学
期
）
に

分
け
る
本
格
的
な
セ
メ
ス
タ
ー
制

が
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
全
学
部

に
導
入
さ
れ
た
。 

　
履
修
登
録
の
機
会
が
二
倍
に
な

る
と
と
も
に
、
半
年
間
の
集
中
的

な
受
講
で
単
位
が
修
得
で
き
る
な

ど
の
利
点
が
あ
る
た
め
、
学
生
に

概
ね
好
評
。
四
月
九
日
に
始
ま
っ

た
春
学
期
の
授
業
で
は
、
教
員
か

ら
「
学
生
の
出
席
率
が
良
く
な
っ

た
」
と
い
う
声
も
出
て
い
る
。 

　
今
後
の
主
な
日
程
は
、
七
月
九

日
＝
春
学
期
授
業
終
了
▽
七
月
十

四
日
―
二
十
八
日
＝
定
期
試
験
▽

七
月
二
十
九
日
―
八
月
八
日
＝
集

中
講
義
期
間
▽
八
月
九
日
―
九
月

七
日
＝
夏
季
休
暇 

　
九
月
二
十
二
日
＝
秋
学
期
授
業

開
始
▽
十
二
月
二
十
二
日
＝
授
業

終
了
▽
十
二
月
二
十
三
日
―
二
〇

〇
四
年
一
月
七
日
＝
冬
季
休
暇
▽

一
月
十
二
日
―
一
月
二
十
四
日
＝

定
期
試
験
▽
一
月
二
十
六
日
―
一

月
三
十
日
＝
集
中
講
義
期
間 

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
の
開
架
式
図
書
館「
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

の
閉
館
時
刻
が
、
四
月
か
ら
講
義

期
間
中
の
平
日
に
限
り
、
こ
れ
ま

で
よ
り
二
時
間
遅
く
午
後
十
時
に

繰
り
下
げ
ら
れ
た
。 

　
四
月
に
新
し
く
平
日
の
夜
間
を

中
心
に
授
業
を
行
う
Ｍ
Ｂ
Ａ
大
学

院
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
学
生
た
ち
の
勉
学
意
欲
に
応

え
る
の
が
目
的
。 

　
二
〇
〇
三
年
度
文
部
科
学
大
臣

賞
の
研
究
功
績
者
に
情
報
科
学
部

メ
デ
ィ
ア
科
学
科
の
鳥
脇
純
一
郎

教
授
が
選
ば
れ
、
四
月
十
七
日
、

表
彰
さ
れ
た
。 

　
研
究
功
績
者
は
、
科
学
技
術
の

分
野
で
優
れ
た
研
究
成
果
を
挙
げ
、

そ
の
振
興
に
尽
し
た
研
究
者
が
対

象
。
鳥
脇
教
授
は
、「
画
像
認
識
・

生
成
技
術
に
よ
る
医
療
用
バ
ー
チ

ャ
ル
画
像
に
関
す
る
研
究
」を
評

価
さ
れ
、
受
賞
者
三
十
九
人
の
一

人
に
選
ば
れ
た
。
　 

　
鳥
脇
教
授
の
研
究
成
果
は
、
先

端
的
医
療
現
場
の
大
学
病
院
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
癌（
が
ん
）

な
ど
の
診
断
、
手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
術
前
計
画
や
効
果

の
予
測
、
仮
想
化
内
視
鏡
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
低
侵
襲
検
査
な
ど
の
高

度
治
療
技
術
の
検
証
な
ど
に
幅
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

　
教
養
部
の
教
員
た
ち
が
、
学
生

が
満
足
す
る
、
わ
か
り
や
す
い「
基

礎
ゼ
ミ
」授
業
の
あ
り
方
を
探
る

た
め
、
冊
子
「
基
礎
ゼ
ミ
実
践
例

集
」
を
編
集
、
発
行
し
た
。 

　
基
礎
ゼ
ミ
は
、「
読
み
、
書
き
、

話
す
」の
基
本
的
技
術
と
、
学
び

の
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た

め
の
一
年
生
配
当
の
大
学
入
門
ゼ

ミ
。
大
学
の
授
業
を
受
け
る
に
は

こ
れ
ら
の
基
本
的
技
術
の
修
得
が

不
可
欠
な
た
め
、
八
年
前
に
開
設

さ
れ
、
教
養
部
の
教
員
と
一
部
の

学
部
の
教
員
が
担
当
し
て
い
る
。 

　
冊
子
は
、
教
員
た
ち
の
取
り
組

み
を
集
め
、
他
の
教
員
の
参
考
に

し
て
も
ら
お
う
と
、
教
養
部
内
の

基
礎
ゼ
ミ
委
員
会
（
委
員
長
・
六

車
千
鶴
助
教
授
）
が
編
集
し
た
。 

　
Ｂ
５
判
、
七
十
七
㌻
の
冊
子
に

は
、
学
生
が
授
業
に
積
極
的
に
参

加
し
て
基
本
的
技
術
を
修
得
で
き

る
工
夫
の
数
々
―
―
カ
ー
ド
合
わ

せ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
作

り
と
調
査
、
キ
リ
モ
ミ
な
ど
を
用

い
て
の
原
始
的
発
火
法
の
実
習
、

五
木
寛
之
の
著
作
を
テ
キ
ス
ト
に

し
た
討
論
、
意
見
を
書
い
た
紙
飛

行
機
に
意
見
を
書
き
足
す
方
法
で

の
意
見
交
換
―
―
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。 

   

　
他
大
学
の
教
員
か
ら
の
反
響
も

大
き
く
、
冊
子
を
求
め
る
手
紙
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
桑
村
哲
生
教

養
部
長
や
六
車
・
基
礎
ゼ
ミ
委
員

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
授

業
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。 
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中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学
校

梶
田
　
昌
彦 

（
か
じ
た
・
ま
さ
ひ
こ
） 

▼
愛
知
学
芸
大
学
▼
60
歳 

◆ 

放
送
大
学
学
園
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー（
出
向
） 

片
岡
　
武
司 

（
か
た
お
か
・
た
け
し
） 

▼
中
京
大
学
▼
53
歳 

◆ 

総
務
部
人
事
課 

藤
田
　
隆
幸 

（
ふ
じ
た
・
た
か
ゆ
き
） 

▼
一
橋
大
学
▼
28
歳 

  

教
学
部
教
務
課 

溝
口
　
貴
則 

（
み
ぞ
ぐ
ち
・
た
か
の
り
） 

▼
中
京
大
学
▼
22
歳 

◆ 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

山
田
　
茂
樹 

（
や
ま
だ
・
し
げ
き
） 

▼
愛
知
大
学
▼
54
歳 

◆ 

教
学
部
豊
田
教
務
課 

服
部
　
真
明 

（
は
っ
と
り
・
ま
さ
あ
き
） 

▼
愛
知
学
院
大
学
▼
48
歳 

情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科

助
手
　
林
　
桃
子 

（
は
や
し
・
も
も
こ
） 

▼
東
北
芸
術
工
科
大
学
・
芸
術

学
部
▼
25
歳 

◆ 

体
育
学
部
体
育
科
学
科
　 

講
師
　
塩
見
　
哲
大 

（
し
お
み
・
て
つ
ひ
ろ
） 

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼
中
京
大

学
・
体
育
学
研
究
科
修
士
課
程
▼
26
歳 

体
育
学
部
健
康
科
学
科
　 

講
師
　
唐
澤
　
優
江 

（
か
ら
さ
わ
・
ま
さ
え
） 

▼
舞
踊
▼
筑
波
大
学
・
体
育
科

学
研
究
科
博
士
課
程
▼
30
歳 

◆ 

教
養
部
　 

教
授
　
照
本
　
祥
敬 

（
て
る
も
と
・
ひ
ろ
た
か
） 

▼
生
活
指
導
の
方
法
▼
大
阪
市

立
大
学
・
文
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
42
歳 

一年生の 
大学入門 
一年生の 
大学入門 



指
導
・
サ
ポ
ー
ト 

陣
容
、よ
り
充
実 

4
月
新
任
の
　
教
員 

15

所
属
、職
位
、氏
名
、 

担
当
、学
歴
、年
齢 

４
月
１
日
付 

あ
ら
ゆ
る
利
用
者
に 

親
し
ま
れ
る〝
場
〞
を 

安
村
図
書
館
長 

母
校
を
最
終
乗
換
駅 

か
ら
ま
た
戻
る
駅
に 

牧
野 

エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

所
長 

名誉教授の称号 
2氏に授与 

図書館長に 安村  仁志教授 
エクステンションセンター所長に 

牧野  義隆教授 
佐伯富樹氏 

伊藤康雄氏 

藤原健固氏 

松
阪
大
学
の
学
長
に 

佐
伯  

富
樹
氏
が
就
任 

梅
村
学
園
理
事
に
も
選
任
さ
れ
る 

　
四
月
一
日
付
で
図
書
館
と
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
者
が
交
代
し
た
。
図
書
館
長
は
学
生
た
ち
の
毎
日
の
勉
学
や

教
員
た
ち
の
教
育
・
研
究
を
支
え
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所

長
は
学
生
と
と
も
に
地
域
住
民
の
生
涯
教
育
を
担
う
、
ど
ち
ら
も
大
切

な
ポ
ス
ト
。
新
任
の
二
人
に
抱
負
を
聞
い
た
。 

　
学
校
法
人
梅
村
学
園
理
事
会
は
、

学
園
内
の
松
阪
大
学
学
長
に
四
月

一
日
付
で
就
任
し
た
佐
伯
富
樹
氏

を
、
同
日
付
で
理
事
に
選
任
し
た
。 

　
佐
伯
氏
は
、
健
康
上
の
理
由
か

ら
三
月
末
で
松
阪
大
学
学
長
（
理

事
）
を
退
任
し
た
中
井
良
宏
氏
の

後
任
と
し
て
三
月
二
十
六
日
の
学

長
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
。
任
期
は

学
長
、
理
事
と
も
中
井
氏
の
残
任

期
間
で
あ
る
二
〇
〇
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
。 

　
佐
伯
氏
は
、
中
京
大
学
教
養
部

助
教
授
、三
重
大
学
人
文
学
部
教

授
な
ど
を
経
て
、
一
九
九
九
年
松

阪
大
学
政
治
経
済
学
部
（
現
・
政

策
学
部
）
教
授
と
な
り
、
二
〇
〇

二
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月

ま
で
政
策
学
部
長
を
務
め
た
。 

　
こ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
た
図
書

館
が
、
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
願

う
も
の
で
す
。
図
書
館
の
機
能
、

あ
り
方
に
は
新
し
い
面
も
加
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
本
質
的
な
と

こ
ろ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
生
・

教
職
員
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
利
用

者
に
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
、

勉
学
・
研
究
に
と
っ
て
の
〝
場
〞

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

◆
教
養
部
教
授
▽
大
阪
外
国
語
大 

学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
修

士
課
程
、
文
学
修
士
▽
ロ
シ
ア

語 
　
大
学
は
、
高
校
か
ら
の
乗
客
を

社
会
と
い
う
目
的
地
に
送
り
出
す

最
終
乗
換
駅
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
単
に
乗
換
駅
の
役
割

だ
け
で
な
く
、
会
社
の
帰
り
に
、

ま
た
そ
こ
に
戻
っ
て
く
る
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
の
役
割
を
も
果
た
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
そ
の
一
助
に
な
れ
た

ら
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

◆
心
理
学
部
教
授
▽
名
古
屋
大
学 

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課

程
、
教
育
学
修
士
▽
認
知
心
理

学 

　
学
校
法
人
梅
村
学
園
は
、
四
月

一
日
付
で
、
伊
藤
康
雄
・
商
学
部

教
授
と
藤
原
健
固
・
体
育
学
部
教

授
（
と
も
に
三
月
三
十
一
日
付
選

択
定
年
退
職
）
の
二
氏
に
、
中
京

大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し

た
。
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
は
五

十
六
人
と
な
っ
た
。 

　
伊
藤
氏
は
、
一
九
六
六
年
に
商

学
部
助
教
授
と
し
て
採
用
、
七
五

年
教
授
。
商
学
部
長
、
中
小
企
業

研
究
所
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。 

　
藤
原
氏
は
、
一
九
七
二
年
体
育

学
部
講
師
と
し
て
採
用
、
七
三
年

助
教
授
、
七
九
年
教
授
と
な
っ
た
。 
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文
学
部
言
語
表
現
学
科
　 

教
授
　
飯
室
　
勝
彦 

（
い
い
む
ろ
・
か
つ
ひ
こ
） 

▼
メ
デ
ィ
ア
論
Ⅰ
▼
立
教
大
学
・

法
学
部
▼
61
歳 

◆ 

文
学
部
言
語
表
現
学
科
　 

講
師
　
関
根
　
豊 

（
せ
き
ね
・
ゆ
た
か
） 

▼
書
道
Ⅰ
▼
奈
良
教
育
大
学
・

教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
▼
54
歳 

◆ 

心
理
学
部
心
理
学
科
　 

助
手
　
河
本
健
一
郎 

（
か
わ
も
と・
け
ん
い
ち
ろ
う
） 

▼
千
葉
大
学
・
自
然
科
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
博
士（
工
学
）▼
32
歳 

◆ 

経
営
学
部
経
営
学
科
　 

教
授
　
寺
田
　
浩
祐 

（
て
ら
だ
・
ひ
ろ
す
け
） 

▼
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
▼
ウ
ェ
イ
ン
州
立
大
学
・
工
学
部
経

営
工
学
科
修
士
課
程
▼
55
歳 

◆ 

商
学
部
商
学
科
　 

講
師
　
坂
田
　
隆
文 

（
さ
か
た
・
た
か
ふ
み
） 

▼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
▼

神
戸
大
学
・
経
営
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
28
歳 

  

情
報
科
学
部
情
報
科
学
科
　

教
授
　
ラ
シ
キ
ア
城
治 

（
ラ
シ
キ
ア
・
ジ
ョ
ー
ジ
） 

▼
オ
ー
ト
マ
ト
ン
と
言
語
理

論
▼
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
・
博
士
課
程
▼
博
士
（
数

学
・
計
算
機
科
学
）
▼
41
歳 

◆ 

情
報
科
学
部
情
報
科
学
科
　

助
手
　
廣
瀬
　
誠 

（
ひ
ろ
せ
・
ま
こ
と
） 

▼
中
京
大
学
・
情
報
科
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
情
報
科
学
）
▼
29
歳 

◆ 

情
報
科
学
部
認
知
科
学
科
　

助
手
　
益
川
　
弘
如 

（
ま
す
か
わ
・
ひ
ろ
ゆ
き
） 

▼
中
京
大
学
・
情
報
科
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
27
歳 

◆ 

情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科

教
授
　
鳥
脇
純
一
郎 

（
と
り
わ
き
・
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
） 

▼
確
率
論
▼
名
古
屋
大
学
・

工
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
工
学
博
士
▼
63
歳 

◆ 

情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科

講
師
　
遠
藤
　
守 

（
え
ん
ど
う
・
ま
も
る
） 

▼
色
彩
科
学
▼
名
古
屋
大
学
・

人
間
情
報
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
博
士
▼
28
歳 

◆ 

情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科

講
師
　
平
名
　
計
在 

（
ひ
ら
な
・
か
ず
あ
き
） 

▼
線
形
代
数
学
▼
名
古
屋
大
学
・

工
学
研
究
科
博
士
課
程
▼
27
歳 

 
 

 



著 
書 
著 
書 

Works Published

入学早々の一年生を対象に開かれた 
進路ガイダンス（名古屋キャンパス） 

中
京
大
学 

中
小
企
業
研
究
叢
書
第
６
号 

現
代
中
国
の 

　
　
中
小
企
業 

 

―
市
場
経
済
化
と 

　
変
革
す
る
経
営
― 

塚
本
　
隆
敏
著 

中
京
大
学 

経
済
学
研
究
叢
書
第
11
輯 

投
入
産
出
分
析
と 

最
適
制
御
の 

環
境
保
全
へ
の
応
用 

中
山
　
惠
子
著 

訃
　
　
報 

名
誉
教
授 

西
村
　
通
男
氏 

元
教
授 

坂
口
　
幹
生
氏 

元
教
授 

宮
田
　
正
信
氏 

就
職
活
動
の
支
援
さ
ら
に
強
化 

┌
がっちり目標持とう

┘
 

新入生に専門家助言 
早 の々進路ガイダンス 

┐

進
路
勉
強
会
└

作
り
、企
業
体
験
充
実 今

年
度
も 

ど
っ
と
受
講 

 

資
格
・
公
務
員 

対
策
講
座
も
担
当 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

就
職
部
を 

改      
称 

前
期
は
二
千
二
百
人
余 

資
格
、公
務
員
試
験
対
策
講
座 

今
年
度
も

ど
っ
と
受
講

書
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。 

　
本
書
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
が
組
織
の

人
間
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
を
基
本
的
な
問
題

意
識
と
し
て
、
①
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
受

け
入
れ
と
普
及
②
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
選

択
③
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
利
用
に
よ
る
効

果
、
の
三
つ
の
観
点
か
ら
現
状

と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

も
の
で
あ
る
。 

　
著
者
は
経
営
学
部
教
授
。
経

営
学
部
刊
。
二
六
四
㌻
。 

         

　
中
国
経
済
が
こ
こ
数
年
急
速

に
拡
大
し
、
世
界
に
注
目
さ
れ

る
下
で
、
日
本
で
両
極
端
な
評

価
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
「
中

国
脅
威
論
」と「
中
国
崩
壊
論
」

で
あ
る
。
そ
う
し
た
世
俗
的
な

見
方
と
は
異
な
り
、
で
き
る
だ

け
中
国
の
経
済
状
況
を
、
そ
れ

も
大
企
業
の
動
向
で
な
く
、
中

小
企
業
の
動
向
を
対
象
に
取
り

上
げ
て
い
る
。
市
場
経
済
が
導

入
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
中
小

企
業
が
雨
後
の
た
け
の
こ
の
よ

う
に
続
出
し
て
き
た
こ
と
な
ど

を
中
心
に
、
市
場
・
政
策
・
金

融
・
労
働
者
の
意
識
を
取
り
上

げ
、
急
速
な
経
済
発
展
の
要
因

と
し
て
機
能
す
る
中
小
企
業
の

実
態
と
今
後
の
動
向
を
展
望
し

て
い
る
。 

　
著
者
は
商
学
部
教
授
。
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
刊
。
二
二
五
㌻
。 

        

　
近
年
、
環
境
問
題
は
、
世
界

レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、

昨
今
の
関
心
事
で
あ
る
環
境
問

題
を
、
理
論
的
に
分
析
す
る
こ

と
を
意
図
し
た
。
こ
の
目
的
に

従
い
、
本
書
は
、
以
下
の
四
章
、

第
一
章
「
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
の

投
入
産
出
モ
デ
ル
に
お
け
る
課

税
と
補
助
金
」
、
第
二
章
「
浄

化
活
動
を
含
ん
だ
レ
オ
ン
テ
ィ

エ
フ
体
系
に
お
け
る
最
終
需
要

の
再
分
配
効
果
」、第
三
章
「
最 

（
10
面
７
段
目
へ
続
く
） 

         

　
名
誉
教
授
で
元
文
学
部
国
文
学

科
教
授
の
西
村
通
男（
に
し
む
ら
・

み
ち
お
）
先
生
は
、
２
月
22
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
87
歳
。
１
９
６

８
年
か
ら
８
６
年
ま
で
在
職
、国

文
学
史
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。 

      

　
元
商
学
研
究
科
教
授
の
坂
口
幹

生
（
さ
か
ぐ
ち
・
み
き
お
）
先
生

は
、
３
月
26
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

98
歳
。
１
９
７
１
年
か
ら
８
１
年

ま
で
在
職
、
経
営
学
研
究
指
導
を

担
当
さ
れ
ま
し
た
。 

      

　
元
文
学
部
国
文
学
科
教
授
の
宮

田
正
信
（
み
や
た
・
ま
さ
の
ぶ
）

先
生
は
、
４
月
25
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
90
歳
。
１
９
７
８
年
か
ら

８
７
年
ま
で
在
職
、
国
文
講
読（
近

世
）
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。 

　
学
内
開
講
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル

と
し
て
開
い
て
い
る
資
格
対
策
講

座
と
公
務
員
試
験
対
策
講
座
の
二

〇
〇
三
年
度
前
期
の
授
業
が
始
ま

っ
た
。 

　
今
年
度
の
講
座
数
は
二
十
八
。

受
講
申
込
者（
前
期
受
付
分
）は
名

古
屋
、豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ

せ
て
延
べ
二
千
二
百
人
を
超
え
た
。 

　
公
務
員（
名
古
屋
）
八
十
四
人
、

同（
豊
田
）
八
十
人
を
始
め
、
宅

地
建
物
取
引
主
任
者（
名
古
屋
）

二
百
四
十
四
人
、
行
政
書
士
二
百

二
十
二
人
、
一
般
旅
行
業
務
取
扱

主
任
者（
名
古
屋
）
百
三
十
三
人
、

通
関
士
九
十
四
人
な
ど
、
国
家
試

験
を
め
ざ
す
学
生
の
増
加
が
み
ら

れ
る
。 

　
本
学
は
、
学
生
の
就
職
活
動
を

よ
り
強
く
支
援
す
る
た
め
、
四
月

一
日
付
で
就
職
部
を
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
と
改
称
し
、
組
織
と
支
援

活
動
の
充
実
を
図
っ
た
。 

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
化
の
一
番

の
目
的
は
、
低
学
年
か
ら
の
進
路

指
導
の
徹
底
。
入
学
早
々
の
一
年

生
に
今
年
度
か
ら
総
合
適
性
検
査

を
実
施
す
る（
広
報
三
月
二
十
八

日
号
既
報
）
ほ
か
、
学
生
の
主
体

的
な
運
営
に
よ
る
「
進
路
勉
強
会
」

を
組
織
し
て
、
就
職
活
動
の
動
機

付
け
か
ら
業
界
研
究
ま
で
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
調
査
、
発
表
、
レ
ポ

ー
ト
提
出
な
ど
を
し
て
も
ら
う
。 

　
進
路
勉
強
会
は
、
六
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
実
施
。
一
年
目
の

今
年
度
は
百
人
ほ
ど
の
学
生
を
集

め
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
基
本

的
プ
ラ
ン
を
立
て
て
進
め
る
が
、

来
年
度
以
降
は

極
力
学
生
の
運

営
に
任
せ
る
方

針
だ
。 

　
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
力
を
入

れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
こ

れ
ま
で
教
学
サ
イ
ド
が
実
施
の
中

心
だ
っ
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
企
業
を

開
拓
し
て
、
学
生
を
送
り
出
す
。

　
既
に
今
年
度
分
と
し
て
三
十
七

企
業
を
開
拓
す
る
一
方
、百
人
ほ

ど
の
三
年
生
の
応
募
を
受
け
付
け

て
お
り
、企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を

し
た
う
え
、六
―
七
月
に
事
前
研

修
を
行
い
、八
月
に
実
施
す
る
予
定
。 

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
同
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
の
後
押
し
も
あ

っ
て
今
年
度
か
ら
教
養
教
育
科
目

（
全
学
共
通
科
目
）
に
設
け
ら
れ

た
職
業
観
育
成
の
た
め
の
新
科
目

「
は
た
ら
く
こ
と
／
い
き
る
こ
と
」

（
一
年
次
秋
学
期
配
当
）の
受
講
も
、

一
年
生
に
働
き
か
け
て
い
く
。 
   

　
学
内
で
開
講
し
て
い
る
資
格
対

策
講
座
や
公
務
員
試
験
対
策
講
座

の
担
当
部
署
も
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
に
移
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
担

当
し
て
い
た
が
、
就
職
活
動
と
の

一
体
感
を
よ
り
強
め
る
た
め
に
移

管
し
、
年
々
増
え
続
け
る
受
講
者

へ
の
指
導
を
徹
底
す
る
。 

　
就
職
対
策
は
一
年
生
か
ら
―
―

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
一
年
生
を

対
象
に
、
四
月
二
十
四
、
二
十
五

日
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
い
た
。 

　
自
分
自
身
の
性
格
な
ど
を
知
る

た
め
に
一
年
生
が
先
に
受
け
た
総

合
適
性
検
査
（
自
己
発
見
レ
ポ
ー

ト
）
の
フ
ォ
ロ
ー
を
兼
ね
て
、
キ

ャ
リ
ア
の
専
門
家
が
「
大
学
四
年

間
、
何
し
て
過

ご
す
？
」
を
テ

ー
マ
に
ア
ド
バ

イ
ス
。「
大
学

四
年
間
は
自
分

ら
し
い
生
き
方

の
土
台
に
な
る

大
切
な
時
期
。

自
分
の
性
格
や

特
長
な
ど
を
知

っ
て
、
早
く
や

り
た
い
こ
と
を

見
つ
け
よ
う
」

と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。 

　
社
会
の
第
一

線
で
活
躍
中
の
同
窓
生
ら
が
出
演

し
て
就
職
活
動
を
振
り
返
る
ビ
デ

オ「
在
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
上
映
。
最
後
に
、「
進
路
勉
強
会
」

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。 
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消
費
者
問
題
と 

　
　
消
費
者
政
策 

 

呉
　
世
煌
編
著 

中
京
大
学 

経
営
研
究
双
書
No. 
20 

組
織
の
電
子
コ
ミ
ュ 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

―
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
と
人
間
行
動
― 

中
村
　
雅
章
著 

節目の年の大学祭 節目の年の大学祭 

大学祭実行委員会役員（敬称略） 

実行委員会が発足 実行委員会が発足 

名
古
屋 

第
　
回
、豊
田
は
第
　
回 

50

10

名
古
屋 

前
夜
祭 

月
　
日 

10

30

本
　
祭 

月
　
日
〜
　
月
　
日 

10

31

11

2

豊
　
田 

前
夜
祭 

月
　
日 

10

31

本
　
祭 

月
　
日
・
　
日 

11

1

2

　
中
京
大
学
祭
豊
田
実
行
委
員
会

は
、多
く
の
大
学
祭
関
係
者
の
方
々

や
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
今
年
、
記
念
す
べ
き
十
回

目
の
大
学
祭
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

　
多
く
の
皆
様
に「
十
回
目
の
大

学
祭
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」と
語

り
継
が
れ
る
よ
う
な
記
憶
に
残
る

大
学
祭
を
創
る
た
め
に
、
実
行
委

員
一
同
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
中
京
大
学
祭
は
テ
ー
マ

を
“笑（
え
み
）〜
笑
顔
の
あ
ふ
れ

る
場
所
〜
”と
掲
げ
、『
日
頃
あ
っ

た
辛
い
事
、
苦
し
い
事
…
…
そ
ん

な
こ
と
は
全
て
忘
れ
て
ず
っ
と
笑

顔
で
い
ら
れ
る
場
所
を
提
供
す
る
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
祭
実
行
委
員
一
同
、来
場

さ
れ
る
方
に
心
か
ら
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
大
学
祭
を
創
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

          

　
社
会
科
学
研
究
所
の
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
消
費
者
問

題
と
消
費
者
被
害
救
済
の
研
究
》

の
五
年
間
に
わ
た
る
月
例
研
究

会
に
お
け
る
自
由
闊
達
な
討
論

の
成
果
の
一
部
を
ま
と
め
て
い

る
。
執
筆
者
ら
は
消
費
者
・
市

民
の
立
場
か
ら
、
消
費
者
問
題

の
解
決
に
消
費
者
政
策
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
追
究
し
、
制
度

的
ル
ー
ル
の
改
善
を
期
待
し
つ

つ
、
消
費
者
利
益
の
自
衛
と
増

進
、
権
利
の
擁
護
、
消
費
者
主

権
の
実
現
に
腐
心
し
て
い
る
。 

　
前
半
は
、
最
近
の
消
費
者
政

策
の
基
本
方
針
が
、
弱
者
救
済

と
し
て
の
消
費
者
保
護
か
ら
、

消
費
者
の
「
自
己
責
任
」
を
基

調
と
す
る
「
消
費
者
の
自
立
」

の
方
向
へ
政
策
転
換
し
た
こ
と

に
注
目
し
、
新
消
費
者
法
や
消

費
者
行
政
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
論
述
し
て
い
る
。 

　
後
半
は
、
消
費
者
問
題
各
論

に
充
て
、「
広
告
の
言
語
行
為
」

「
悪
徳
商
法
と
刑
法
」「
欠
陥

商
品
と
内
部
告
発
」「
再
販
制

と
消
費
者
利
益
」「
遺
伝
子
組

み
換
え
体
」な
ど
に
つ
い
て
詳

述
し
て
い
る
。 

　
編
著
者
は
教
養
部
教
授
。
中

京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
発
行
、

成
文
堂
刊
。
二
九
五
㌻
。 

         

　
組
織
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
電
子

メ
ー
ル
、
電
子
掲
示
板
な
ど
の

電
子
メ
デ
ィ
ア
が
す
っ
か
り
定

着
し
た
感
が
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
は
、
今
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
対

面
に
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を

引
い
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｍ

Ｃ
を
経
営
学
や
組
織
研
究
の
立

場
か
ら
体
系
的
に
考
察
し
た
著 

（
９
面
７
段
目
へ
続
く
） 

　
中
京
大
学
大
学
祭（
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
＝
第
五
十
回
、豊
田
キ

ャ
ン
パ
ス
＝
第
十
回
）実
行
委
員

会
が
発
足
し
た
。 

　
第
五
十
回
、
第
十
回
と
い
う
節

目
の
大
学
祭
を
そ
れ
ぞ
れ
主
催
す

る
両
実
行
委
員
会
は
、
訪
れ
る
人

た
ち
の
満
足
度
の
高
い
大
学
祭
を

創
ろ
う
と
張
り
き
っ
て
い
る
。 

　
大
学
祭
期
間
は
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
十
月
三
十
日
に
前

夜
祭
で
始
ま
り
、
本
祭
が
十
月
三

十
一
日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
。

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
前
夜
祭
が
十

月
三
十
一
日
、
本
祭
は
十
一
月
一

日
・
二
日
。 

テ
ー
マ
は『
笑（
え
み
）』で
す 

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う 

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
長 

心
理
４ 

池
谷 

久
子 

い
つ
ま
で
も
語
り
継
が
れ
る 

素
晴
ら
し
い
祭
り
創
り
ま
す 

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
長 

メ
デ
ィ
ア
３ 

早
川 

彰
吾 

実行委員長・池谷久子（心理４）▽渉外・桜井康海（心理４）
▽広報・中村祐紀（経済４）▽企画・松本一孝（心理２）▽
会計・稲垣朋美（国文２）▽情宣・鈴木麻子（国文２）▽編
集・堀田あす香（国文２） 

実行委員長・早川彰吾（メディア３）▽監査・鈴木尊則（社
会４）、大熊佐知（社会４）▽運営局長兼総務・木　智恵（メ
ディア３）▽情宣局長・中村太郎（メディア３）▽企画局長・
奥田英次（メディア３）▽運営統括・小寺克宜（認知３）▽
情宣統括・高木正人（情報３）▽ブース・早瀬光浩（情報３）
▽会計・奥田健作（社会３）▽広報・鈴木弘美（メディア２）、
張昌輝（メディア２）▽ステージ・谷口雄一（社会２）▽渉外・
関健太郎（メディア２）▽編集・城島健二（社会２）▽イベン
ト・中村裕（メディア２）▽記念品・松尾和樹（社会２） 

名古
屋キャンパス

豊田
キャンパス
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トップ１０入りを大きく報じる中日スポーツ（5月9日付） 

五
月
六
日
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
生
活
ほ
っ
と

モ
ー
ニ
ン
グ
」
に

出
演
し
た
湯
浅

教
授 

前
兆
滑
り
を
キ
ャ
ッ
チ 

即
座
、的
確
に
判
別
す
る 

東京大学名誉教授　理学博士 

溝上 　恵氏 

判定会会長が語る 
「東海地震の最新情報」 

文化・芸術・教育シリーズ ◯ 29

室伏選手（博士
課程）トップ１０ 

中日スポ紙 読者が選ぶ中部アスリート 

「
睡
眠
は
寝
入
り
端 

  

の
三
時
間
が
大
切
」 

┐
私
の
元
気
術
└
全
国
へ 

   
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
映 

┐
大
学
通
い
は
15
㌔
の
カ
バ
ン
持
っ
て
└ 

体育学部 
湯浅教授 活 発 に 

る
か
と
い
う
政
治
的
課
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
研
究
所
は
創
設
以
来
、

地
域
社
会
に
開
か
れ
た
研
究
を

重
要
な
使
命
と
し
て
掲
げ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
演
劇
研
究
グ

ル
ー
プ
は
東
海
三
県
の
劇
場
調

査
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
、
北
米
の
調
査
を
実
施
し
、

基
礎
的
な
研
究
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
出
版
は
そ
の
成

果
な
の
で
す
が
、
芸
術
支
援
は

け
っ
し
て
自
明
の
課
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
芸
術
は
個
人
の
魂

の
表
現
、
こ
れ
を
支
援
す
る
に

は
そ
の
公
共
性
が
証
明
さ
れ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
方
、
芸
術

は
第
二
次
大
戦
の
ド
イ
ツ
や
日

本
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
政

治
や
戦
争
の
道
具
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

避
け
て
芸
術
の
自
主
性
を
守
り

つ
つ
同
時
に
公
的
な
支
援
を
展

開
す
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

理
論
的
根
拠
に
基
づ
く
の
か
、

ど
の
よ
う
な
施
策
の
方
法
が
あ

る
の
か
。
『
地
域
と
演
劇
』
の

核
心
部
分
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

（
安
藤
隆
之
・
教
養
部
教
授
） 

　
井
関
氏
は
教
養
部
助
教
授
。

勁
草
書
房
刊
。
一
八
〇
㌻
。
本

体
価
格
三
、
三
〇
〇
円
。 

　
「
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
東
海
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
ク
ラ
ス
の
大
変
な
人
的
被
害

や
経
済
的
損
失
を
も
た
ら
す
巨
大

地
震
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
二
〇
〇
二
年
四
月
、
従
前
の
地

震
防
災
対
策
強
化
地
域
が
見
直
さ

れ
、
新
た
に
名
古
屋
市
な
ど
が
該

当
地
域
と
し
て
加
え
ら
れ
た
」 

　
「
強
化
地
域
を
定
め
た
当
初
に

比
べ
、
東
海
地
震
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
関
す
る

研
究
は
大
き

く
前
進
し
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術

等
の
進
歩
に

よ
り
、
地
盤
の
揺
れ
、
津
波
に
よ

る
影
響
も
わ
か
っ
て
き
た
。
新
た

な
強
化
地
域
指
定
は
、
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
き
た
地
震
像
を
踏
ま
え

て
の
こ
と
だ
」 

　
「
東
海
地
震
が
目
前
に
迫
る
と
、

震
源
域
の
断
層
が
少
し
ず
つ
滑
る

“
前
兆
滑
り
”
が
始
ま
る
。
そ
の

前
兆
滑
り
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
間
違

い
な
く
東
海
地
震
に
つ
な
が
る
も

の
と
判
定
さ
れ
る
と
、
国
で
は
警

戒
宣
言
発
令
ま
で
の
一
連
の
流
れ

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
基
と
な
る
作
業
と
し
て
、
気
象

庁
は
二
十
四
時
間
体
制
で
地
下
の

状
況
を
監
視
し
続
け
て
い
る
」 

　
「
日
本
全
域
、
千
地
点
以
上
で

導
入
し
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

は
、
特
に
水
平
方
向
の
地
殻
変
動

を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
全
国
十
九
地
点
に
設
置
さ

れ
た
埋
込
式
歪
計
は
、地
下
の
わ

ず
か
な
ヒ
ズ
ミ
を
検
出
で
き
る
。 

　
こ
う
し
て
得
た
観
測
デ
ー
タ
を

解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
下

プ
レ
ー
ト
の
わ
ず
か
な
動
き
を
察

知
す
る
。
こ
れ
は
、
地
震
発
生
を

“
早
期
検
知
”
す
る
一
つ
の
手
法

と
し
て
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
」 

　
「
現
在
、
浜
名
湖
付
近
で
は
一

〜
二
㌢
の
隆
起
が
広
が
り
、
三
ケ

日
で
は
隆
起
に
伴
う
地
盤
の
わ
ず

か
な
傾
斜
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
御
前
崎
の
先
端
部
で
は
地

盤
の
沈
降
が
続
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
微
々
た
る
変
化
の
段
階
で
の

観
測
情
報
は
、
防
災
対
策
に
有
効

活
用
で
き
る
は
ず
だ
。 

　
た
だ
、
日
常
的
に
起

こ
る
異
常
現
象
す
べ
て

が
東
海
地
震
に
関
わ
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
う

い
う
判
別
が
即
座
に
、

的
確
に
で
き
な
い
と
、

ま
さ
に
東
海
地
震
に
つ

な
が
る
異
常
や
前
兆
滑
り
を
見
逃

す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」 

　
「
一
九
四
四
年
、
当
時
の
地
震

学
者
た
ち
は
長
年
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
戦
時
下

で
は
手
の
込
ん
だ
観

測
も
で
き
ず
、
東
南

海
地
震
の
前
兆
滑
り

を
取
り
逃
が
し
た
。 

　
今
回
こ
そ
、
持
て

る
技
術
の
粋
を
結
集

し
て
前
兆
滑
り
を
と

ら
え
、
信
頼
で
き
る

情
報
発
信
を
し
て
防

災
に
役
立
て
た
い
。
関
係
者
と
し

て
、
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

東
海
地
震
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
」 

（
４
月
25
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
４
３
１
教
室
） 

　
中
日
ス
ポ
ー
ツ
が
創
刊
五
十
年

を
記
念
し
て
企
画
し
た
「
読
者
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
中
部
の
ア
ス
リ

ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
の
十
位
に
、

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
室
伏
広
治

選
手（
大
学
院
体
育
学
研
究
科
博

士
課
程
）が
選
ば
れ
、
五
月
九
日

の
紙
面
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

　
室
伏
選
手
は
二
〇
〇
一
年
の
世

界
陸
上
選
手
権
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
国
際
陸
連
の
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
種
目
別
一
位
に
そ
の
年
か
ら
二

年
連
続
輝
い
て
お
り
、
実
力
は
す

で
に
ナ
ン
バ
ー
１
。
ト
ッ
プ
10
入

り
の
感
想
を
聞
か
れ
、「
若
い
人
た

ち
、
未
来
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
刺

激
に
な
れ
る
よ
う
さ
ら
に
頑
張
り

た
い
」と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。 

　
湯
浅
景
元
・
体
育
学
部
教
授
が
、

五
月
六
日
に
全
国
放
送
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
生
活
ほ
っ
と
モ
ー

ニ
ン
グ
」
に
出
演
、
自
ら
実
践
す

る
健
康
法
を
披
露
し
た
。 

　
湯
浅
教
授
は
ス
ポ

ー
ツ
科
学
が
専
門
。

朝
日
新
聞
土
曜
版
に

日
常
生
活
の
中
で
誰

も
が
で
き
る
健
康
法

を
紹
介
す
る
「
か
ん

た
ん
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

を
長
期
連
載
し
て
好
評
を
得
て
い

る
な
ど
学
外
で
の
人
気
も
高
い
。 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
番
組
は
、
健

康
の
研
究
者
で
実
践
家
、
湯
浅
教

授
の
一
日
を
追
っ
て
、
湯
浅
教
授

が
研
究
室
や
家
庭
で
行
っ
て
い
る

健
康
の
た
め
の
運
動
な
ど
を
紹
介
、

視
聴
者
の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
の
が
狙
い
。 

　
「
私
の
元
気
術
」と
副
題
が
つ

け
ら
れ
、
約
五
十
分
に
わ
た
っ
て

放
送
さ
れ
た
番
組
で
、
湯
浅
教
授

は
①
足
を
鍛
え
る
②
睡
眠
は
三
時

間
③
人
生
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
―
―

の
三
つ
を
健
康
維
持
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
説
明
。
自
宅
と
大

学
の
往
復
に
本
を
詰
め
て
十

五
㌔
の
重
さ
に
し
た
カ
バ
ン

を
持
っ
た
り
、
両
足
に
そ
れ

ぞ
れ
一
㌔
の
錘
を
つ
け
て
の

鍛
錬
を
披
露
し
た
。 

 
  

　
「
睡
眠
三
時
間
」
で
は
、
寝
室

の
温
度
に
気
を
遣
う
な
ど
し
て
深

い
眠
り
に
落
ち
る
寝
入
り
端
三
時

間
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
、

「
人
生
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」で
は
、

生
き
生
き
と
し
た
人
生
に
は
目
標

が
大
事
、
四
年
ほ
ど
の
単
位
で
自

ら
に
大
き
な
目
標
を
課
し
て
い
る

こ
と
を
話
し
、「
自
分
の
体
は
死

ぬ
直
前
ま
で
自
分
で
動
か
し
た
い
。

老
化
防
止
の
た
め
に
も
運
動
を
」

と
ゲ
ス
ト
出
演
の
映
画
監
督
山
本

晋
也
さ
ん
た
ち
に
も
勧
め
た
。 



講演する鈴木さん 

熱心に語る秋元さん 

学内美化を訴える環境保全委員会の学生たち 

八事の街角に出た学生や地域の人たち 

ホ
ー
ム
ラ
ン
は 

な
ぜ
打
て
る
の
か 

 

湯
浅
　
景
元
著 

中
京
大
学 

文
化
科
学
叢
書
第
４
輯 

地
域
と
演
劇 

　
演
劇
文
化
論
集
二 

 

安
藤
　
隆
之
著 

井
関
　
　
隆
　 

┐

僕
の
貧
乏
旅
行
└

で
講
演 

学生組織 　　　動く 
環 境 美 化 に 交 通 安 全 

地
域
の
住
民
と
と
も
に 

街
角
で
事
故
防
止
を
呼
び
か
け 

┐

歩
き
タ
バ
コ
└
や
め
て 

エ
コ
ウ
イ
ー
ク
に
73
人
参
加 

経
済
学
部
４
年
の
鈴
木
康
夫
さ
ん 

東海市の国際 
交流協会総会 

 秋元 康さんの 
┌
幸福論┘を傾聴 
文化会講演会に600人 

活 活 発 発 に に 
   

適
成
長
と
環
境
制
御
」
、
第
四

章
「
フ
ァ
ジ
イ
制
御
に
よ
る
汚

染
物
質
の
許
容
水
準
の
決
定
」

及
び
数
学
的
補
論
か
ら
構
成
さ

れ
、
第
一
、
二
章
で
は
静
学
的

投
入
産
出
分
析
を
、
第
三
、
四

章
で
は
動
学
的
な
最
適
制
御
に

よ
る
分
析
を
行
っ
て
い
る
。 

　
著
者
は
経
済
学
部
教
授
。
経

済
学
部
刊
。
一
五
〇
㌻
。 

      

　
野
球
の
打
者
は
ど
の
よ
う
に

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
生
み
出
し
て
い

る
の
か
、
こ
の
問
題
に
焦
点
を

当
て
た
の
が
本
書
で
あ
る
。 

　
松
井
秀
喜
、
バ
リ
ー
ボ
ン
ズ

と
い
っ
た
日
米
を
代
表
す
る
現

役
ホ
ー
ム
ラ
ン
打
者
た
ち
を
対

象
に
、
バ
ッ
ト
の
特
性
、
ス
イ

ン
グ
速
度
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
と

り
方
な
ど
を
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク

ス
や
生
理
学
の
手
法
を
利
用
し

て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

　
対
象
は
現
役
選
手
だ
け
で
は

な
い
。
王
貞
治
や
ベ
ー
ブ
ル
ー

ス
な
ど
引
退
し
た
ホ
ー
ム
ラ
ン

打
者
た
ち
の
打
撃
技
術
の
特
性

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。 

　
わ
か
り
や
す
い
図
表
が
豊
富

に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
科
学
の
専
門
家
で
な
く
て
も

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
生
み
出
す
科
学

的
根
拠
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。 

　
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。
青

春
出
版
社
刊
。
一
八
八
㌻
。
本

体
価
格
七
〇
〇
円
。 

         

　
『
地
域
と
演
劇
』
は
、
芸
術

文
化
の
振
興
と
地
域
社
会
の
発

展
と
い
う
現
代
的
課
題
を
テ
ー

マ
と
し
た
論
集
で
す
。
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
以
後
、
日
本
社
会

は
構
造
不
況
に
喘
い
で
い
ま
す

が
、
総
理
府
の
世
論
調
査
の
示

す
よ
う
に
国
民
の
文
化
志
向
、

精
神
生
活
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
社
会
の
成
熟
の
証
左

と
し
て
喜
ば
し
い
限
り
で
す
が
、

他
方
で
こ
れ
に
い
か
に
対
応
す 

（
11
面
７
段
目
へ
続
く
） 

　
講
義
開
始
日
に
合
わ
せ
て
四
月

九
―
十
一
日
の
三
日
間
、
エ
コ
ウ

イ
ー
ク
と
称
し
た
学
内
美
化
の
呼

び
か
け
運
動
を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
っ
た
。
期
間
中
、
大
学
職

員
と
学
生
が
西
門
と
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
前
で
元
気
な
挨
拶
と
と
も
に
、

歩
き
タ
バ
コ
の
自
粛
や
ゴ
ミ
の
分

別
徹
底
な
ど
を
訴
え
た
。 

　
エ
コ
ウ
イ
ー
ク
は
、
学
生
課
と

文
化
会
・
体
育
会
・
大
学
祭
実
行

委
員
会
な
ど
の
学
生
機
関
で
組
織

す
る
環
境
保
全
委
員
会
に
よ
り
推

進
さ
れ
た
。
委
員
会
の
呼
び
か
け

で
参
加
し
た
学
生
も
多
く
、
七
十

三
人
の
学
生
に
よ
る
大
き
な
運
動

と
な
っ
た
。 

　
朝
の
忙
し
い
時
間
帯
に
実
施
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
っ
た
が
、
こ

の
呼
び
か
け
に
応
え
、
学
内
美
化

に
協
力
す
る
学
生
が
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。 

（
文
化
会
幹
事
長
　
木
下
建
一
郎
） 

　
経
済
学
部
四
年
鈴
木
康
夫
さ
ん

が
、
五
月
九
日
、
愛
知
県
の
東
海

市
立
商
工
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
、

『
僕
の
貧
乏
旅
行
〜
そ
こ
に
は
テ

レ
ビ
じ
ゃ
見
ら
れ
な
い
本
当
の
世

界
が
あ
っ
た
〜
』
と
題
し
た
講
演

を
行
っ
た
。 

　
講
演
会
は
、
国
際
理
解
や
国
際

交
流
事
業
の
啓
発
活
動
を
進
め
て

い
る
東
海
市
国
際
交
流
協
会
が
年

次
総
会
の
一
企
画
と
し
て
開
催
。 

　
鈴
木
さ
ん
は
昨
年
、
見
聞
を
広

め
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
の
国
を
、
一
般
市
民
の

生
活
水
準
の
記
録
を
取
り
な
が
ら

旅
行
し
た
。
　
　 

　「
講
演
依
頼
が
あ
っ
た
時
は
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
素
晴

ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
、
受
け

ま
し
た
」
と
い
う
鈴
木
さ
ん
。 

　
講
演
会
は
盛
況
で
、
他
か
ら
も

講
演
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
、
参
加

し
た
会
員
か
ら
の
反
響
も
大
き
か

っ
た
。 

　
『
貧
乏
旅
行
』
を
通
じ
て
学
ん

だ
世
界
の
経
済
情
勢
や
平
和
の
尊

さ
を
卒
論
に
ま
と
め
る
と
い
う
鈴

木
さ
ん
は
、
旅
行
会
社
に
就
職
を

決
め
て
い
る
。 

　
文
化
会
は
五
月
十
七
日
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
２
１
１
教
室
で
文

化
会
講
演
会
を
開
催
し
た
。 

　
本
学
学
生
だ
け
で
な
く
、
市
民

に
も
公
開
し
て
い
る
恒
例
の
催
し

で
、
今
年
が
三
十
二
回
目
。
講
師

に
テ
レ
ビ
番
組
の
構
成
や
ラ
ジ
オ

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
歌
の
作
詞
、

映
画
監
督
な
ど
と
幅
広
く
活
躍
中

の
秋
元
康
さ
ん
を
お
呼
び
し
た
。 

　
市
民
約
二
百
三
十
人
を
含
む
六

百
人
余
が
参
加
。
秋
元
さ
ん
は「
秋

元
流
幸
福
論
」の
タ
イ
ト
ル
で
、

自
著
の
「
一
生
を
託
せ
る
『
価
値

あ
る
男
』
の
見
極
め
方
」
の
こ
と

や
、
作
詞
し
た
「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」
の
歌
手
、
美
空
ひ
ば
り
さ

ん
の
思
い
出
な
ど
を
語
り
、
参
加

者
の
質
問
に
も
応
じ
た
。 

（
学
術
委
員
長
・
森
川
瑞
穂
） 

　
本
学
学
生
・
地
域
住
民
ら
に
よ

る
交
通
安
全
の
集
会
や
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
、
五
月
十
日
、
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。 

　
文
化
会
・
体
育
会
・
大
学
祭
実

行
委
員
会
の
学
生
た
ち
を
中
心
に

組
織
す
る
『
中
京
大
学
交
通
安
全

連
絡
協
議
会
』
が
主
催
し
、
地
域

住
民
二
十
八
人
を
含
む
八
十
四
人

が
参
加
し
た
。 

　
昭
和
署
交
通
課
長
、
近
藤
輝
与

道
さ
ん
が
『
若
者
の
交
通
事
故
と

自
転
車
事
故
』
に
つ
い
て
講
演
し

た
後
、
学
生
を
代
表
し
て
第
五
十

回
大
学
祭
実
行
委
員
長
池
谷
久
子

さ
ん
が
、
「
中
京
大
生
は
交
通
モ

ラ
ル
を
高
め
、
地
域
の
皆
様
と
連

携
し
、交
通
事
故
防
止
に
努
力
し

ま
す
」
と
宣
言
し
た
。
キ
ャ
ン
パ

ス
近
く
の
八
事
交
差
点
三
カ
所
で

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。 

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
交
通

事
故
の
原
因
が
、
路
上
駐
車
な
ど

身
近
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
知
っ

た
。
注
意
し
な
け
れ
ば
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
て
い
た
。 



　入学願書や各種資料の請求
は、携帯電話・インターネット・電
話・はがきでできます。 
 

モバイル 
http://m.chukyo-u.ac.jp/ 
｢ｉモード｣｢ｊスカイ｣｢ｅｚｗｅｂ｣サ
ービスが利用できる携帯電話から、
インターネット接続サービスで上
記アドレスを入力。 
※情報料は無料、各社が定める
パケット料等は発生。 
 

ホームページ 
http://www.chukyo-u.ac.jpから 
Net Campusへ。 
※internet Ｅxplorer5.0以上 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

入学願書や 
資料の請求 

名
古
屋 

文
・
国
際
英
語
・
心
理
・
法
・ 

経
済
・
経
営
・
商
学
部 

7 
月 
26 
・ 
27 
日 
土 

日 

祝 

豊
　
田 

社
会
・
情
報
科
・
体
育
学
部 

7 
月 
21 
日 

好評の面談コーナー。受験生や父母の質問に
お答えします（昨年の名古屋キャンパス） 

気 
軽 

に 

ど 

う 

ぞ 

！ 

全国23都市に地方試験会場を設けます 

※特Ⅰは一芸一能型推薦、特Ⅱは指定校推薦、特Ⅲは専門高校特別推薦で、特Ⅱについては記載しておりませんので入試要項を参照してください。 

※上記試験区分以外では、地方試験はありません。 

入試に関する詳細は、入試要項を参照してください。 

推薦入試 

一般入試 

センター試験 
利用入試 

一般入試 

推薦入試 

一　般 

特　Ⅰ 

特　Ⅲ 

自　己 

スポーツ 

前期日程 

後期日程 

前期日程 

後期日程 

一般 ※体育学 部を除く  

前期日程 

後期日程 

国際英語・心理・社会・法・ 
経済・経営・商・情報科 

文・国際英語・社会・ 
経営・商・情報科 

法 

文・社会 

国際英語・経済・経営・商 

体育 

経営・商 

情報科 

経済・経営・商 

全学部 

〈国際英語〉・心理・商 

〈英米文化〉・〈言語表現〉・社会・経済 

〈日本文〉・法・経営・情報科・体育 

全学部 

全学部 

全学部 

全学部 

2003年11月1日（土）～11月12日（水） 
11月22日（土） 

12月1日（月） 
11月23日（日） 

11月16日（日） 
12月6日（土） 

12月1日（月） 
2003年10月24日（金）～10月30日（木） 

体育 2003年11月1日（土）～11月17日（月） 
11月22日（土） 
11月23日（日） 

2003年10月24日（金）～11月6日（木） 12月13日（土） 

12月7日（日） 12月13日（土） 

11月16日（日） 2003年11月1日（土）～11月6日（木） 12月1日（月） 

一次　書類審査 
二次　11月23日（日） 2003年10月24日（金）～10月30日（木） 一次　11月11日（火） 

二次　12月1日（月） 

11月16日（日） 2003年11月1日（土）～11月6日（木） 12月1日（月） 

2月1日（日） 
2月2日（月） 
2月3日（火） 
2月4日（水） 

2004年1月9日（金）～1月19日（月） 

3月7日（日） 
2月7日（土） 

11月7日（金） 

10月31日（金） 

11月7日（金） 

11月18日（火） 

11月7日（金） 
11月7日（金） 

10月31日（金） 

1月20日（火）・21日（水） 

2月26日（木）・27日（金） 
1月26日（月） 

2004年2月10日（火）～2月25日（水） 
2004年1月9日（金）～1月24日（土） 

2月14日（土） 

3月15日（月） 

個別試験は課さない 
2004年1月9日（金）～2月7日（土） 2月19日（木） 

2004年2月10日（火）～3月10日（水） 3月19日（金） 
2月9日（月） 

3月11日（木）・12日（金） 

2003年11月1日（土）～11月6日（木） 

試験区分 

試験区分 試験日 

11月22日・23日 
2月1日 

2月2日～4日 
2月7日 
3月7日 

地方試験会場 

札
　
幌 

仙
　
台 

東
　
京 

新
　
潟 

富
　
山 

金
　
沢 

福
　
井 

松
　
本 

静
　
岡 

浜
　
松 

岐
　
阜 

豊
　
橋 

四
日
市 

津 

大
　
阪 

岡
　
山 

広
　
島 

松
　
江 

高
　
松 

松
　
山 

小
　
倉 

福
　
岡 

那
　
覇 

実施学部 
〈　〉内は学科 

出願期間 

郵送（消印有効） 
試験日 

11月13日（木） 

窓口受付日 
合格発表日 

お問い合わせ先 中京大学入試センター （直） TEL.052-835-7173

2004年度  中京大学 入試会場 

2004年度  中京大学 学部入試日程 

　
中
京
大
生
に
な
っ
た
気
分
を
味

わ
う
こ
と
の
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
が
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
七
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

に
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
七
月

二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
る
。
今
年

は
、
受
験
生
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
開
催
日
を
一
日
増
や
し
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
実
施
を
二
日

間
に
し
た
。 

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

模
擬
講
義
や
学
部
の
概
要
説
明
を

人
気
教
員
が
行
う
。
就
職
・
留
学

な
ど
の
担
当
部
署
職
員
と
の
面
談

や
、
図
書
館
・
情
報
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
施
設
見
学
も
で
き
る
。 

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
学
科
別
教
員

と
の
面
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
学
部
生
・

大
学
院
生
を
配
置
。
中
京
大
生
か

ら
授
業
や
学
生
生
活
な
ど
の
身
近

な
話
を
、
十
二
分
に
聴
く
こ
と
が

で
き
る
。 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
大
学

の
施
設
と
し
て
は
珍
し
い
全
面
人

工
芝
の
野
球
場
や
五
十
メ
ー
ト
ル

の
プ
ー
ル
な
ど
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

施
設
も
見
学
で
き
る
。 

　
参
加
自
由
、
予
約
不
要
。
受
験

生
の
ご
父
母
も
参
加
で
き
ま
す
。 



中
京
大
学 

入
試
関
連
の
情
報
か
ら 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹
介
も 

内
容
・
体
裁
を
一
新
し
て
益
々
充
実 

 
教
授
が
綴
る 

 

週
間
リ
レ
ー
コ
ラ
ム 

┐
中
京
大
学
の
人
々
└ 

┐
質
問
フ
ォ
ー
ム
└
も
新
設 

受
験
生
向
け 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

受
験
生
向
け 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www.chukyo-u.ac.jp から 

冒
頭
フ
ラ
ッ
シ
ュ 

ナウ
 

地区 開催日 開催地 会　場 
北海道 8 30 土 札幌 札幌パークホテル 

地区 開催日 開催地 会　場 
愛知県 8 17 日 名古屋 愛知県中小企業センター 

9 6 土 名古屋 名古屋国際会議場 

9 7 日 名古屋 名古屋国際会議場 

9 13 土 豊橋 豊橋グランドホテル 

12 13 土 名古屋 愛知県中小企業センター 

5 31 土 四日市 じばさん三重 

8 31 日 津 ホテルグリーンパーク津 

9 20 土 四日市 じばさん三重 

三重県 

8 24 日 京都 マリアージュグランデ 

8 30 土 大阪 大阪城ホール 

近　畿 

中　国 

四　国 

8 18 月 岡山 ホテルグランヴィア岡山 

9 13 土 広島 広島グリーンアリーナ 

9 5 金 高松 高松市市民文化センター 

九　州 

沖縄県 

9 18 木 松山 愛媛県県民文化会館 

9 19 金 高知 高知新阪急ホテル 

8 27 水 福岡 福岡国際センター 

9 16 火 鹿児島 かごしま国際ジャングルパークベイサイドガーデン 

9 17 水 宮崎 ＭＲＴ ｍｉｃｃ 

9 18 木 大分 トキハ会館 

7 10 木 那覇 國場ビル 

7 11 金 那覇 國場ビル 

全国進学相談会　日程と会場 

東　北 

関　東 

甲信越 

北　陸 

8 22 金 仙台 仙台サンプラザホール 
8 4 月 東京 日本武道館 

9 10 水 新潟 ホテル新潟 
9 11 木 長野 ホテルメトロポリタン長野 
9 12 金 松本 ホテルブエナビスタ 
9 16 火 福井 フェニックスプラザ 
9 17 水 金沢 金沢全日空ホテル 
9 18 木 富山 富山全日空ホテル 
5 10 土 浜松 浜松フォルテ 静岡県 

8 18 月 浜松 浜松名鉄ホテル 
8 19 火 静岡 センチュリーホテル静岡 
9 6 土 静岡 ツインメッセ静岡 

10 18 土 浜松 アクトシティ浜松 
5 31 土 岐阜 岐阜市文化センター 岐阜県 

愛知県 
9 13 土 岐阜 岐阜市文化センター 
5 24 土 名古屋 名古屋国際会議場 
5 25 日 名古屋 名古屋国際会議場 
6 14 土 豊橋 豊橋グランドホテル 
7 15 火 名古屋 ナゴヤドーム 
8 7 木 名古屋 愛知県体育館 

　
入
試
の
情
報
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
内
容
、
資
格
取
得
の
問
題
、
キ

ャ
ン
パ
ス
紹
介
な
ど
、
中
京
大
学

に
関
す
る
情
報
や
話
題
を
満
載
し

た
受
験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

「Net Cam
pus

」
が
、
内
容
と
体

裁
を
一
新
し
、
一
段
と
充
実
し
て

公
開
さ
れ
て
い
る
。 

　
今
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
週

間
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
『
中
京
大
学
の

人
々
』
で
は
、
十
学
部
・
教
養
部

の
教
員
ら
が
、
身
近
な
話
題
や
空

想
の
世
界
を
考
察
し
、
受
験
生
ら

若
い
人
向
け
に
綴
っ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
コ
ラ
ム
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
勧
め
る
お
風
呂

の
効
用
＝
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
な
ん
て

も
っ
て
の
ほ
か
（
体
育
学
部
・
中

川
武
夫
教
授
）。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

と
と
も
に
怪
獣
退
治
を
し
た
科
学

特
捜
隊
は
ど
の
よ
う
な
戦
略
情
報

シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
た
の
か
（
情

報
科
学
部
・
嶋
田
晋
教
授
）。
跳

ん
で
る
教
授
の
通
販
ラ
イ
フ
（
社

会
学
部
・
大
友
昌
子
教
授
）。
癒

し
を
求
め
る
社
会
、
そ
の
こ
こ
ろ

は
（
心
理
学
部
・
空
井
健
三
教
授
）。 

　
コ
ラ
ム
は
週
替
わ
り
。
中
京
大

学
教
員
ら
の
人
間
味
溢
れ
る
一
面

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
、
入
試
に
関
す
る

疑
問
点
に
お
答
え
す
る
『
質
問
フ

ォ
ー
ム
』
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。
質

問
受
付
は
第
一
期
が
六
月
三
十
日

か
ら
七
月
六
日
。 

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
全
国

進
学
相
談
会
な
ど
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
人
や
参
加
後
新
た
な
疑
問

が
湧
い
て
き
た
人
な
ど
は
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 



学部学生 
1年次 学科 学部 2年次 3年次 4年次 計 

日本文 
言語表現 
英文 
心理 
小計 

国際英語 
国際英語 英米文化 

小計 
心理 
社会 
法律 
経済 
経営 
商 

心理 
社会 
法 
経済 
経営 
商 

情報科 
認知科 情報科 
メディア科 
小計 
体育科 
健康科 体育 
武道 
小計 

文 

大学院学生 
研究科 専攻 合計 

国文学 
英文学 
心理学 

実験・応用心理学 
臨床・発達心理学 
社会学 
法律学 
経済学 
経営学 
商学 

情報科学 
認知科学 

情報認知科学 
体育学 

文学 

心理学 

社会学 
法学 
経済学 
経営学 
商学 

情報科学 

体育学 
ビジネス・ 
イノベーション 

ビジネス・ 
イノベーション 

計 

計 

修士課程 博士課程 
1 2 1 2 3

〃（通信教育課程） 

300 (83)107 (34)114 (32) 16 (6)19 (4) 44 (7)
19 (1)―    19 (1) ―    ―    ―    
69 (16)13 (3)18 (6) 8 (1)11 (3) 19 (3)
10 (0)―    ―    2 (0)0 (0) 8 (0)
7 (5)2 (2)5 (3) ―    ―    ―    

14 (3)8 (2)6 (1) ―    ―    ―    
20 (0)10 (0)10 (0) ―    ―    ―    
31 (12)15 (5)14 (6) 0 (0)0 (0) 2 (1)
14 (3)5 (2)4 (1) 0 (0)1 (0) 4 (0)
24 (6)7 (3)13 (2) 1 (0)1 (0) 2 (1)
17 (2)9 (1)6 (1) 0 (0)1 (0) 1 (0)
12 (5)5 (2)2 (1) 2 (2)1 (0) 2 (0)
30 (17)16 (7)11 (8) 1 (1)2 (1) ―    
10 (3)7 (3)2 (0) 0 (0)1 (0) ―    
7 (4)6 (3)―    ―    ―    1 (1)
2 (1)1 (0)0 (0) 0 (0)0 (0) 1 (1)

14 (5)3 (1)4 (2) 2 (2)1 (0) 4 (0)

外国人留学生 

計 

正規生 
学部 大学院 

研究生 
学部 大学院 

国際英語 
文 

学部等 

心理 
社会 
法 
経済 
経営 
商 
情報科 
体育 

（60） 601
（72） ―　　 ―　　 ―　　 95

（113） （104） （111） 

―　　 （1） （130） （102） 326
―　　 （0） （1） （9） 20
（132） （114） （235） （222） 1,042
（81） （79） ―　　 ―　　 190
（78） （76） ―　　 ―　　 199
（159） （155） ―　　 ―　　 389
（114） （143） （142） （106） 824
（176） （160） （181） （187） 1,574
（101） （122） （133） （104） 1,662
（59） （57） （79） （34） 1,644
（104） （126） （122） （105） 1,591
（65） （78） （73） （63） 1,094
（7） （20） （14） （14） 546
（12） （17） （18） （20） 338
（26） （27） （36） （22） 498
（45） （64） （68） （56） 1,382
（113） （110） （105） （124） 1,707
（43） （40） （46） （51） 427
―　　 ―　　 ―　　 （0） 3
（156） （150） （151） （175） 2,137
（1,111） 

81
95

176
97

102
199
194
372
323
353
368
228
126
72

109
307
452
101

553
3,073 （1,169） 

174

4
1

179
93
97

190
233
368
417
393
393
296
164
92

117
373
384
101

485
3,327 （1,184） 

161

165
1

327

196
392
454
444
393
265
139
77

133
349
412
108

520
3,340 （1,052） 

185

157
18

360

201
442
468
454
437
305
117
97

139
353
459
117

3
579

3,599 13,339

（388） 
（72） 
（233） 
（10） 
（703） 
（160） 
（154） 
（314） 
（505） 
（704） 
（460） 
（229） 
（457） 
（279） 
（55） 
（67） 
（111） 
（233） 
（452） 
（180） 
（0） 
（632） 
（4,516） 

（2） （0） （0） 
（0） （0） （0） 
（3） （0） （0） 
（4） （0） （0） 
（3） （1） （0） 
（4） （1） （0） 
（28） （1） （0） 
（14） （1） （0） 
（2） （0） （0） 
（2） （0） （1） 
（62） 

2
1
3
5
4
8

47
32
7
4

113

（1） 
（0） 
（0） 
（0） 
（1） 
（4） 
（3） 
（9） 
（0） 
（3） 
（21） 

2
0
0
2
3
5
7

16
0

16
51 （4） 

0
0
0
0
1
3
3
5
0
6

18 （1） 

0
0
0
1
0
0
0
1
0
3
5

学
部 

１
３
、３
３
９
人 

大
学
院 

３
０
０
人 

本学の学生数 

留
学
生
は 

１
８
７
人 

米
、豪
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
留
学
す
る
11
人 

受
け
入
れ
た
五
カ
国
、14
大
学
の
17
人 

5月1日現在　（　）内は女子内数 

ネブラスカ大学 
カーニー校（米） 
真弓　大輝（商４） 

エンポリア州立大学 
（米） 

湊　　友美（英文４） 

ユタ州立大学 
（米） 

高野賢一郎（英文４） 

ISEP加盟校 

河合　紀子（心理４） 

フォートヘイズ州立大学 
（米） 

竹村　花奈（英文４） 

グリフィス大学 
（豪） 

早川　真理（英文４） 

アボアカデミー大学 
（フィンランド） 

宮松　智子（英文３） 

インディアナ大学 
ペンシルベニア（米） 
遠藤　千明（英文４） 

アイダホ州立大学 
（米） 

松本　有香（英文４） 

ロアノーク大学 
（米） 

加藤　浩美（英文3） 

ネブラスカ大学 
リンカーン校（米） 
北村　美樹（英文４） 

2 
0 
0 
3 
年 
度 

サンノゼ州立大学 
（米） 

ケラブ  アダムス 

モンタナ大学 
（米） 

シーマス  コーチ 
テネシー大学 
（米） 

シャノン  フュークエイ 
ニューメキシコ州立大学 

（米） 
ジャコブ  ゴードン 
ミネソタ大学 
（米） 

キャロル  ハガーティ 
デンバー大学 
（米） 

ジョナサン  ヒックス 

サンディエゴ州立大学 
（米） 

ステファン  バーンズ 

デンバー大学 
（米） 

サラ  アンダーソン 
バージニア・ 

ポリテクニック大学（米） 
マシュー  アーノルド 
テネシー大学 
（米） 

マシュー  ベイカー 
テネシー大学 
（米） 

ブランディス  ボシャード 

モントレー工科大学 
（メキシコ） 

ロベルト  カンプ 
オウル大学 
（フィンランド） 
マルコ  ユハンネ 
東亜大学校 
（韓国） 

ソン  ユウ  ヨン 
カリフォルニア州立 
大学チコ校（米） 
ロシオ  マシアス 
グリフィス大学 
（豪） 
ジエ  ハオ 

デンバー大学 
（米） 

ジョナサン  リン 

派
遣
　 

人
、受
け
入
れ
　 

人 

11

17

交
換 

留
学
生 

受け入れ17人 受け入れ17人 
母校、敬称略 

派遣の11人 派遣の11人 
留学先、所属学科、敬称略 

　
二
〇
〇
三
年
度
交
換
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
本
学
か
ら
の
派
遣

学
生
と
派
遣
先
、
本
学
へ
の
受
け

入
れ
留
学
生
が
決
定
し
た
。 

　
派
遣
学
生
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の

点
数
と
面
接
で
選
考
し
た
十
一
人

で
、
八
月
か
ら
来
年
五
月（
豪
州

の
み
二
月
か
ら
十
二
月
）ま
で
の

十
カ
月
間
、
海
外
の
大
学
で
そ
れ

ぞ
れ
の
専
攻
科
目
を
履
修
す
る
。 

　
派
遣
先
は
、
八
人
が
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ

（
国
際
留
学
生
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
米
国
加
盟
校
、
二
人
が
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｐ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
加
盟
校
、
一
人

が
本
学
と
の
個
別
協
定
校（
豪
州
）

と
な
っ
て
い
る
。 

　
受
け
入
れ
留
学
生
は
、米
国
を

中
心
に
五
カ
国
、十
四
大
学
か
ら

十
七
人
。 

　
今
回
の
交
換
留
学
で
特
徴
的
な

の
は
、
二
〇
〇
一
年
度
に
受
け
入

れ
た
交
換
留
学
生
の
所
属
大
学
八

校
の
う
ち
六
校
か
ら
、
中
で
も
デ

ン
バ
ー
大
学
と
テ
ネ
シ
ー
大
学
か

ら
は
各
三
人
の
留
学
生
が
来
て
い

る
点
で
あ
る
。 

　
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
二
年
前

の
交
換
留
学
生
が
、帰
国
後
、所
属

大
学
の
教
職
員
や
後
輩
た
ち
に
、

『
中
京
大
学
は
留
学
先
と
し
て
魅

力
の
あ
る
大
学
』
と
伝
え
て
く
れ

た
の
で
は
」
と
分
析
し
て
い
る
。 



資金収支予算書 

（単位：千円） 平成15年度 梅村学園予算書 

（単位：千円） 平成15年度 中京大学予算書 

消費収支予算書 

科　　目 
学生生徒等納付金収入 
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
資 産 売 却 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
借 入 金 等 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
収 入 の 部 合 計  

15年度予算 
16,818,276

849,983
19,650

1,865,216
102,790

0
175,287
168,944
216,306

3,230,081
3,631,121

△ 3,756,396
15,022,629
38,343,887

14年度予算 
17,451,345

899,119
38,850

1,895,016
113,040

8,825
192,350
744,479
90,088

3,065,298
2,784,296

△ 4,496,401
14,769,778
37,556,083

収
入
の
部 

科　　目 
人 件 費 支 出  
教育研究経費支出 
管 理 経 費 支 出  
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  

 予 備 費  

資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支 出 の 部 合 計  

15年度予算 
10,831,724
3,514,055
1,527,296

36,694
356,339

2,667,630
1,951,087
1,756,320
1,377,209

229,500

△ 470,846
14,566,879
38,343,887

14年度予算 
11,963,650
3,661,959
1,530,362

44,999
477,740
622,034
818,769

3,877,687
832,349

38,500 

△ 1,334,595
15,022,629
37,556,083

支
出
の
部 

科　　目 
学生生徒等納付金  
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
帰 属 収 入 合 計  
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 

15年度予算 
16,818,276

849,983
19,650

1,865,216
102,790
175,287
43,964

19,875,166
△ 1,611,616

18,263,550

14年度予算 
17,451,345

899,119
44,830

1,895,016
113,040
192,350
190,710

20,786,410
△ 1,804,555

18,981,855

消
費
収
入
の
部 

科　　目 
人 件 費  
教 育 研 究 経 費  
管 理 経 費  
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  
予 備 費  
 
 消費支出の部合計 

当年度消費収入超過額 

15年度予算 
10,826,737
5,293,631
1,710,663

36,694
39,390

229,500
　

18,136,615

126,935

14年度予算 
11,424,279
5,481,948
1,742,140

44,999
63,931
38,500
　

18,795,797

186,058

消
費
支
出
の
部 

資金収支予算書 
科　　目 

学生生徒等納付金収入 
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 

収 入 の 部 合 計  

15年度予算 
13,969,235

752,630
0

576,130
78,400

170,000
30,000

2,630,701
2,542,000

△ 2,476,658
12,174,034

30,446,472

14年度予算 
14,391,687

795,985
2,000

573,967
79,100

183,635
26,000

2,474,658
1,997,430

△ 2,794,454
11,576,639

29,306,647

収
入
の
部 

科　　目 
人 件 費 支 出  
教育研究経費支出 
管 理 経 費 支 出  
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  
予 備 費  
資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支 出 の 部 合 計  

15年度予算 
7,385,264
2,960,330
1,170,952

8,273
0

2,450,000
1,886,695
1,480,010
1,122,631

200,000
△ 420,365
12,202,682
30,446,472

14年度予算 
7,419,826
3,124,687
1,095,276

8,426
25,000

546,350
710,692

3,750,004
1,059,180

25,000 
△ 631,828
12,174,034
29,306,647

支
出
の
部 

消費収支予算書 
科　　目 

学生生徒等納付金  
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
帰 属 収 入 合 計  
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 

15年度予算 
13,969,235

752,630
0

576,130
78,400

170,000
30,000

15,576,395
△ 1,317,061

14,259,334

14年度予算 
14,391,687

795,985
2,000

573,967
79,100

183,635
26,000

16,052,374
△ 1,350,582

14,701,792

消
費
収
入
の
部 

科　　目 
人 件 費  
教 育 研 究 経 費  
管 理 経 費  
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  
予 備 費  
 
 消費支出の部合計 

当年度消費収入超過額 

15年度予算 
7,513,996
4,336,551
1,324,500

8,273
20,000

200,000
　

13,403,320

856,014

14年度予算 
7,417,927
4,536,736
1,245,323

8,426
50,012
25,000
　

13,283,424

1,418,368

消
費
支
出
の
部 

屋内プールに隣接して完成した屋外
50㍍プール。円内は鳥瞰イメージ図 

社
会
正
義
め
ざ
す
法
曹
養
成 

入
学
に
は
　
　
適
性
検
査
も 

全
国 

　
統
一 

第
一
回
説
明
会
に
在
学
生
　 

人 

法科大学院 
ロースクール 

屋外50㍍プール完成 
200席のスタンドも 

蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

豊 田  
キャンパス 

　
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
長
野

県
茅
野
市
）
は
、
改
装
の
た
め
二

月
か
ら
休
館
し
て
い
た
が
、
工
事

が
終
了
し
、
四
月
二
十
五
日
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

　
食
堂
の
内
装
や
食
卓
な
ど
を
一

新
、
ゆ
っ
た
り
と
よ
り
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
で
和
食
中
心
の
食

事
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
屋
内
プ
ー

ル
に
隣
接
し
て
建
設
工
事
が
進
ん

で
い
た
屋
外
五
十
㍍
公
認
競
泳
プ

ー
ル
が
完
成
、
近
く
竣
工
式
が
行

わ
れ
、
使
用
が
始
ま
る
。 

　
完
成
し
た
プ
ー
ル
は
、
タ
イ
ル

張
り
八
コ
ー
ス
、
水
深
一
・
五
―

三
㍍
。
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
も
出
来
る
多
目
的
で
、
地

下
水
を
沸
か
し
た
温
水
を
使
う
た

め
、
四
月
か
ら
十
月
ま
で
長
期
間

使
用
が
可
能
。
二
百
席
の
ス
タ
ン

ド
も
備
え
て
い
る
。 

　
体
育
の
授
業
や
水
泳
部
員
ら
の

練
習
に
使
う
。
七
月
七
日
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、

水
泳
部
員
ら
が
模
範
泳
法
な
ど
を

披
露
す
る
。 

　
二
〇
〇
四
年
四
月
に
開
設
を
予

定
し
て
い
る
法
科
大
学
院
に
つ
い

て
、
在
学
生
を
対
象
と
し
た
第
一

回
説
明
会
が
、
五
月
六
日
、
法
学

部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。 

　
法
科
大
学
院
開
設
準
備
室
が
主

催
し
、
法
学
部
の
橋
詰
洋
三
教
授

（
開
設
準
備
室
長
）と
池
野
千
白

教
授
が
、
参
加
し
た
約
六
十
人
の

学
生
に
本
学
法
科
大
学
院
の
特
長

な
ど
を
話
し
た
。 

　
橋
詰
教
授
ら
は
、
既
に
日
程
に

上
っ
て
い
る
新
司
法
試
験

を
中
心
と
す
る
司
法
制
度

改
革
の
実
施
で
、
法
律
専

門
職
の
数
と
質
が
大
き
く

増
大
・
変
化
す
る
こ
と
を

説
明
。
本
学
法
科
大
学
院
の
教
育

目
標
と
し
て
、市
民
・
消
費
者
の
視

点
に
立
っ
た
社
会
的
正
義
を
め
ざ

す
法
曹
の
養
成
、
経
済
界
が
必
要

と
し
て
い
る
企
業
内
弁
護
士
や
渉

外
弁
護
士
の
養
成
―
―
な
ど
六
項

目
を
挙
げ
た
。 

　
ま
た
、
入
学
の
た
め
に
は
、
八

月
に
行
わ
れ
る
全
国
統
一
の
適
性

検
査
を
受
け
て
一
定
以
上
の
成
績

を
修
め
た
上
、
独
自
試
験
に
合
格

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

を
説
明
し
た
。 

　
参
加
者
の
大
半
が
法
学
部
の
学

生
だ
っ
た
が
、商
学
部
、経
済
学
部
、

経
営
学
部
な
ど
の
学
生
も
い
た
。 



2004年度 大学院入試日程 

研究科 専攻 試験日 

文学 

心理学 

社会学 

法学 

経済学 

経営学 

商学 

情報科学 

体育学 

ビジネス･ 
イノベーション 

国文学 10月1日・2日 
2月18日・19日 

一般／10月1日・2日 
一般／2月18日・19日 
社会人／9月20日・21日 

10月4日 
3月5日 

10月1日 
2月18日 
7月12日 
3月6日 

7月12日 
2月21日 
7月12日 
10月4日 
3月6日 

7月9日・10日 
2月18日・19日 

2月18日・19日 
通信教育課程 
一次／9月11日～19日 
二次／9月25日～10月2日 
通信教育課程 
一次／1月29日～2月6日 
二次／2月13日～20日 

10月4日 
2月21日 

10月4日・5日 
2月21日・22日 

10月1日・2日 

英文学 

実験・応用心理学 
臨床・発達心理学 

社会学 

法律学 

経済学 

経営学 

商学 

情報科学 

認知科学 

体育学 

ビジネス･ 
イノベーション 

博士前期課程（修士課程） 

研究科 専攻 試験日 
文学 国文学、英文学 2月18日・19日 

社会学 社会学 3月6日 
法学 法律学 2月18日 

経済学 経済学 
7月12日 
3月6日 

経営学 経営学 2月21日 
商学 商学 3月6日 

情報科学 情報認知科学 
10月1日 
2月18日 

体育学 体育学 
10月4日 
2月21日 

心理学 
実験・応用心理学 
臨床・発達心理学 

2月19日・20日 

博士後期課程 

お問い合わせ先 中京大学入試センター 
（直） TEL.052-835-7173

※本学は、２００４年４月、法科大学院（法務研究科）、および情報科
　学研究科にメディア科学専攻修士課程を開設する予定です。 
※表中の試験日の７月から１０月は２００３年、２月・３月は２００４年です。 
※入試に関する詳細は、入試要項を参照してください。 
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」 

時
代
の
先
端
究
め
る
大
学
院
の
　 

研
究
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林
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夫
教
授
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の
┐
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士
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訂
正 

３
月
28
日
付
16
面
「
ア
ジ

ア
大
会
で
銅
」
の
見
出
し
等
で
勅

使
川
原
郁
恵
さ
ん
の
名
前
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。 

　
二
〇
〇
四
年
四
月
に
開
設
を
予

定
し
て
い
る
本
学
十
一
番
目
の
学

部
「
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
」
と

「
法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の
拠
点
と
な

る
ビ
ル
の
建
設
が
、
豊
田
、
名
古

屋
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ

れ
て
い
る
。 

　
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
建

設
が
進
む
生

命
シ
ス
テ
ム

工
学
部
の
建
物
は
、
五
階
建
て
の

実
験
棟
（
実
験
・
講
義
複
合
施
設
）

と
九
階
建
て
の
研
究
棟
（
研
究
・

教
育
複
合
施
設
）で
構
成
。
情
報

科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
棟
の
北

側
に
二
〇
〇
四
年
三
月
に
完
成
す

る
。 

　
一
方
、
法
科
大
学
院
の
講
義
室

や
演
習
室
が
入
る
建
物
は
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

の
山
手
通
り
を
挟
ん
だ
反
対
側
で

建
設
が
進
む
八
階
建
て
ビ
ル
。
建

設
会
社
が
建
て
て
、
本
学
が
全
館

を
借
用
す
る
。 

　
ビ
ル
は
「
Ｃ
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
と

愛
称
を
付
け
、
大
学
院
専
用
施
設

と
な
る
予
定
。
工
事
中
の
地
下
鉄

環
状
線
新
駅
か
ら
地
上
に
出
ず
に

出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
二

〇
〇
四
年
三
月
に
完
成
す
る
。 

　
体
育
学
部
体
育
科
学
科
の
林
邦
夫
教
授（
写
真
）

に
、
五
月
七
日
、
全
日
本
剣
道
連
盟
か
ら「
範
士
」

の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。 

　
範
士
は
、
剣
道
最
高
位
の
段
位
。「
教
士
八
段

受
有
者
で
八
段
受
有
後
八
年
以
上
経
過
し
」、「
剣

理
に
通
暁
、
成
熟
し
、
見
識
卓
越
、
か
つ
人
格
徳

操
高
潔
な
者
」

に
与
え
ら
れ
る
。 

　
林
教
授
は
「
長

年
、
学
生
と
と

も
に
励
ん
で
き

た
稽
古
・
修
行
の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

範
士
受
賞
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。 
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豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
建
設
が
進
む
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
の

実
験
・
講
義
棟（
左
）と
研
究
・
教
育
棟（
右
） 

完成予想図 

生命システム工学部 豊田 

●
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
、
法
科
大
学
院
な
ど

　
二
〇
〇
四
年
度
開
設
を
申
請
へ 

●
●
入
学
式
／
式
辞
・
祝
辞
／
入
学
生
父
母
会 

●
●
二
〇
〇
三
年
度
役
職
者
／
新
研
究
科
長
・

　
学
部
長
抱
負
／
社
会
科
学
研
究
所
研
究
会 

●
新
図
書
館
長
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

所
長
抱
負
／
松
阪
大
学
新
学
長
／
名
誉
教
授 

●
基
礎
ゼ
ミ
実
践
例
集
／
セ
メ
ス
タ
ー
制 

●
大
学
祭
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
決
ま
る 

●
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
／
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス 

●
エ
コ
・
ウ
イ
ー
ク
／
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
／
文
化
会
講
演
会 

●
湯
浅
景
元
教
授
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
演
／
公
開
講
座 

●
●
二
〇
〇
四
年
度
入
試
案
内 

●
法
科
大
学
院
説
明
会
／
新
プ
ー
ル
／
予
算
書 

●
交
換
留
学
生
／
学
生
数 

●
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
棟
・
Ｃ
ア
ネ
ッ
ク
ス

　
建
設
進
む
／
大
学
院
入
試
日
程 
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